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1 ページ

Ｎｏ 書名 編著者 出版社 出版年 規格

A1
最新臨床寄生虫病學 蠕虫性疾患
Ⅰ

宮川 米次／著 中外醫學社 1956 ３１１ｐ，２７ｃｍ

A2
最新臨床寄生虫病學 蠕虫性疾患
Ⅱ

宮川 米次／著 中外醫學社 1957 ３９５ｐ，２７ｃｍ

A3 理論血清学 緒方 富雄／著 東京大学出版会 1965 ３８０ｐ，２７ｃｍ

A4 漢方医語辞典 西山 英雄／編著 創元社 1978 ３５８ｐ，２６ｃｍ

A5 家畜寄生虫学 板垣 四郎，板垣 博／著 金原出版 1965 ４０６ｐ，２７ｃｍ

A6 家畜寄生虫病学 板垣 四郎，久米 清治／著 朝倉書店 1959 ２７６ｐ，２７ｃｍ

A7 家畜寄生虫病学 板垣 四郎，久米 清治／著 朝倉書店 1959 ２７６ｐ，２７ｃｍ

A8 家畜寄生虫病診療学 石井 進[等]／編集 文永堂 1961 ５９６ｐ，２７ｃｍ

A9 人体寄生虫学提要 横川 定[等]／著 杏林書院 1960 ４９６ｐ，２６ｃｍ

A10
寄生動物學第一巻
人體寄生蠕蟲篇

小泉 丹／著 南山堂書店 1927 ４４８ｐ，２６ｃｍ

A11 人體寄生動物學(全) 小泉 丹／著 南山堂書店 1912 ５７０ｐ，２６ｃｍ

A12
肺吸虫の形態検討
(特にその形態分類に関して)

岩田 正俊，永吉康祐／編
著

たたら書房 1988 ２１０ｐ，２６ｃｍ

A13 家畜・人の肝蛭症 小野 豊／編著 日本獣医師会 1972 １７３ｐ，２７ｃｍ

A14 寄生蟲病の診断と治療 江口 孝雄，岩田 繁雄／著 日本医書出版 1949 ２００ｐ，２６ｃｍ

A15
寄生虫学会５０年のあゆみ
(1929‐1979)

日本寄生虫学会 1981 １１９ｐ，２７ｃｍ

A16 臨床 人體寄生蟲病學 蠕虫病編 宮川 米次／著 克誠堂書店 1941 ４０９ｐ，２７ｃｍ

A17 蛔蟲毒の研究
その形態學的，生理學的，化學的研究

小泉 丹／著 岩波書店 1954 ３３６ｐ，２７ｃｍ

A18 地方病とのたたかい  １９７７ 山梨地方病撲滅協力会 1977 ３３０ｐ，２７ｃｍ

A19
地方病とのたたかい
－日本住血吸虫病・医療編－

山梨地方病撲滅協力会 1981 ３０９ｐ，２７ｃｍ

A20 内外普通動物誌 脊椎動物篇 秋山 蓮三／著 興風社 1913
1193，50，35ｐ
２３ｃｍ

A21 動物分類表 谷津 直秀／著 丸善 1938 ５０１ｐ，２３ｃｍ

A22 肝蛭症診療法 中村 良一／著 養賢堂 1964 １６５ｐ，２２ｃｍ

A23 科学史 (体系日本史叢書１３) 杉本 勲／編 山川出版社 1969 494，49ｐ，22ｃｍ

A24 日本淡水魚並に其寄生蟲 小林 久雄／著 養賢堂 1935 １４８ｐ，２４ｃｍ

A25 人體寄生動物編 飯島 魁／著 不明 1988 ４９０ｐ，２３ｃｍ

A26 日本蟹類圖説 酒井 恒／著 三省堂 1945 239ｐ図版，22ｃｍ

片山病関係≪A書籍≫
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A27 人体寄生虫ハンドブック 松林 久吉／編 朝倉書店 1965 ４４０ｐ，２２ｃｍ

A28 寄生虫研究の実際 横川 定，横川 宗雄／著 杏林書院 1957 １７９ｐ，２２ｃｍ

A29 家畜寄生虫病學 山下 次郎／著 文永堂 1954 ２２６ｐ，２２ｃｍ

A30 寄生原蟲研究之栞 宮入 慶之助／著 正文舎 1937 １２８ｐ，２２ｃｍ

A31 家畜寄生蟲學提要 板垣 四郎／著 克誠堂出版 1951 １６６ｐ，２２ｃｍ

A36 最新寄生虫病學 Ⅰ 森下 薫／編 醫學書院 1951 96，24ｐ，21ｃｍ

A37 最新寄生虫病學 Ⅱ 森下 薫／編 醫學書院 1951 45，44ｐ，22ｃｍ

A38 最新寄生虫病學 Ⅲ 森下 薫／編 醫學書院 1951 52，57ｐ，23ｃｍ

A39 最新寄生虫病學 Ⅳ 森下 薫／編 醫學書院 1951 54，43ｐ，24ｃｍ

A40 最新寄生虫病學 Ⅴ 森下 薫／編 醫學書院 1951 39，67ｐ，24ｃｍ

A41 家畜内寄生虫病 渡邊 昇蔵／著 日本獣医師会 1951 １１０ｐ，２１ｃｍ

A42 日本の伝染病－私のノートからー 安原 美王麿／著 安原 美王麿 1972 ９４ｐ，２１ｃｍ

A46
岩波講座 生物學(動物學)
寄生原蟲類

小泉 丹／著 岩波書店 1930 １４ｐ，２３ｃｍ

A47
岩波講座 生物學(動物學)
圓蟲類

森下 薫／著 岩波書店 不明 ５０ｐ，２３ｃｍ

A48
岩波講座 生物學(動物學)
原蟲類

宮下 義信／著 岩波書店 1930 ７５ｐ，２３ｃｍ

A49
岩波講座 生物學(特殊問題)
動物命名規約

江崎 悌三／著 岩波書店 1930 ４１ｐ，２３ｃｍ

A50
岩波講座 生物學(特殊問題)
魚類講話

田中 茂穂／著 岩波書店 1931 ５９ｐ，２３ｃｍ

A51
寄生動物の基礎知識
(綜合医学新書Ｎｏ．１２)

佐々 学／著 日本医学雑誌 1950 ８９ｐ，２１ｃｍ

A52 寄生虫検査指針 衛生検査指針Ⅱ 厚生省／監修 日本寄生虫予防会 1965 １０１ｐ，２１ｃｍ

A53 広島県の歴史(県史シリーズ３４) 後藤 陽一／著 山川出版社 1972 230，92ｐ，19ｃｍ

A54 蛔虫讀本 小泉 丹／著 中央公論社 1950 １５９ｐ，１９ｃｍ

A55
傳染病を媒介する鼠族昆蟲撲滅
指針

金原 一郎／編 日本醫學雑誌 1946 １３９ｐ，１９ｃｍ

A56 人體内ダニ症(醫家叢書８０) 佐々 学／著 醫學書院 1951 ７９ｐ，１９ｃｍ

A57 驅虫藥の使用法(醫家叢書１９) 松林 久吉／著 醫學書院 1951 ５８ｐ，１９ｃｍ

A58
臨床家に必要なる消毒法(下巻)
(臨床醫學講座)

小島 三郎／著 金原商店 1941 ５２ｐ，１８ｃｍ

A59 化學療法 宮川 米次／著 日本醫書出版 1947 １４６ｐ，１８ｃｍ
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A60 蛔虫病の化學療法 栗秋 要／著 日本醫學雑誌 1950 76，10ｐ，１８ｃｍ

A61 寄生蟲 内務省衛生局／編 大日本私立衛生會 1924 ４６ｐ，１９ｃｍ

A62
家畜の腰麻痺症
(日本獣醫師會研究叢書１１)

日本獣醫師會編纂係／編 畜産獣醫出版協會 1946 ５７ｐ，１８ｃｍ

A63
日本諸學講演集 第十輯 自然科
學編

文部省教學局／編 印刷局 1944 ５２ｐ，１９ｃｍ

A64
ピロプラズマ病
(日本獣醫師會研究報告１)

大橋 正之助／著 畜産獣醫出版協會 1946 ４９ｐ，１８ｃｍ

A65
南蛮史料の発見
よみがえる信長時代(中公新書)

松田 毅一／著 中央公論社 1970 １９５ｐ，１８ｃｍ

A66
日本歴史(上)
(新日本新書１０)

加藤 文三[等]／著 新日本出版社 1965 ２３１ｐ，１８ｃｍ

A67 人體寄生蟲(岩波全書１６４) 小泉 丹／著 岩波書店 1953 ２２４ｐ，１８ｃｍ

A68 人體寄生蟲通説(岩波全書５７) 小泉 丹／著 岩波書店 1935 202，17，18ｃｍ

A69 寄生虫 (創元医学新書) 松林 久吉／著 創元社 1956 １６２ｐ，１８ｃｍ

A70 原蟲性腸疾患(醫學選書１０) 松林 久吉／著 學術書院 1947 １１９ｐ，１５ｃｍ

A71
皮膚科學から見たＡｌｌｅｒｇｙ
(醫學選書１６)

弓野 勲／著 學術書院 1948 ６６ｐ，１５ｃｍ

A72 哲學年表(アテネ文庫１５４) 高山 岩男／著 弘文堂 1951 ８２ｐ，１５ｃｍ

A73
蛔虫の話
恐ろしい病害とその繁殖力

(薬の付録または広告？) エーザイ株式會社 不明 ６ｐ，13×18ｃｍ

A74 人體寄生蟲學 第一巻 横川 定，森下 薫／著 吐鳳堂書店 1931 529，38ｐ，２５ｃｍ

A75 人體寄生蟲學 第二巻 横川 定，森下 薫／著 吐鳳堂書店 1933 603，45ｐ，２５ｃｍ

A76
ＴＨＥ ＩＮＴＥＲＮＡＬ ＰＡＲＡＳＩＴＥＳ
ＯＦ ＤＯＭＥＳＴＩＣ ＡＮＩＭＡＬＳ

ＴＨＯＭＡＳ Ｗ．Ｍ．ＣＡＭＥＲＯＮ
Ａ．＆Ｃ．ＢＬＡＣ
Ｋ，ＬＴＤ

1934 ２９２ｐ，２３ｃｍ

A77
ＡＮＩＭＡＬ ＡＧＥＮＴＳ ＡＮＤ ＶＥＣＴＯＲ
Ｓ ＯＦ ＨＵＭＡＮ ＤＩＳＥＡＳＥ
(ＳＥＣＯＮＤ ＥＤＩＴＩＯＮ)

Ｅｒｎｅｓｔ Ｃａｒｒｏｌｌ Ｆａｕｓｔ，
Ｐａｕｌ Ｃｈｅｓｔｅｒ Ｂｅａｖｅｒ，
Ｒｏｄｎｅｙ Ｃｌｉｆｔｏｎ Ｊｕｎｇ

ＬＥＡ＆ＦＥＢＩＧＥＲ 1962 ４８５ｐ，２４ｃｍ

A78
Ｅｌｅｃｔｉｏｎ Ｍｉｃｒｏｇｒａｐｈ Ｏｆ Ｈｅｌｍｉ
ｎｔｈ

Ｓｅｉｉｃｈｉ ＩＮＡＡＴＯＭＩ他
Ｏｋａｙａｍａ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔ
ｙ Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｃｈｏｏｌ 1970 ２６ｃｍ

A79
Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏ
ｇｙ

ＥＤＷＡＲＤ Ｋ．ＭＡＲＫＥＬ
Ｌ
ＭＡＲＩＥＴＴＡ ＶＯＧＥ Ｍ．
Ａ．

Ｗ．Ｂ．ＳＡＵＮＤＥＲＳ
 ＣＯＭＰＡＮＹ 1958 ２７６ｐ，２４ｃｍ

A80

ＴＨＥ ＡＴＬＡＳ ＯＦ ＡＧＣＨＹＬＯＳＴＭ
Ａ．
ＤＵＯＤＥＮＡＬＥ ＤＵＢ．Ａ ＭＯＮＯＧＲ
ＡＰＨ

Ａ．ＬＯＯＳＳ 不明 1911 図版，60ｐ，28ｃｍ

A81

Die Nomina anatomica des Jahres
1895
den Nomina anatomica des Jahes
1935

Dr.Fr.Kopsch 丸善 1937 １０３ｐ，２８ｃｍ

A82

COLLECTED PAPERS FROM THE
NIPPON VETERINARY AND
ZOOTECHNICAL COLLEGE 1965-
1967

(機関誌等からの抜粋集)

THE NIPPON
VETERINARY
AND
ZOOTECHNICAL
COLLEGE

1967 26cm
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A83 宮川米次名譽教授論文抄録集 宮川 米次／著
宮川米次名誉教
授
古稀祝賀会

1955 211，9ｐ，26ｃｍ

A84 日本における動物実験の現状 １９６０
日本医学会・動物実験
現状調査会／編

日本医学会 1964 100ｐ，表，２６ｃｍ

A85
小宮義孝博士退官記念
研究業績目録集

小宮義孝先生
退官記念会

1970 ３６ｐ，２６ｃｍ

A86
寄生虫生理化学研究会
講演抄録集 １９６２－１９６３

寄生虫生理化学
研究会

不明 ２５ｐ，２４ｃｍ

A87 山梨縣に於ける日本住血吸蟲病概要 山梨縣衛生課／編 山梨縣 1928 ８２ｐ，２２ｃｍ

A88 寄生蟲病豫防法案参考資料 内務省衛生局／編 内務省 不明 ３０ｐ，２２ｃｍ

A89
蛔虫(Asaris lumbricoides L．)ニ関ス
ル文献

吉田 貞雄／編 1923 22．14ｐ，27ｃｍ

A90 牛結核豫防接種ニ就テ 有馬 頼吉[等]／著
中央獣醫會近畿
支會講演

1933 １４ｐ，２７ｃｍ

A91
健康教育の立場からみた香長平野北
部幼児学童の寄生虫保有状況とその
問題点ー特に蟯虫についてー

広瀬 和子／著
高知大学(卒業論
文)

４２ｐ，２５ｃｍ

A92
保健教育の立場からみた高知県内の
寄生虫

松村 覚／著
高知大学(卒業論
文)

４１ｐ，２5ｃｍ

A93 由良町ニ於ケル「ペスト」調査概報 北里 柴三郎[等]／著 傳染病研究所 1908 ３４ｐ，２６ｃｍ

A94 鶏コクシジウム検査法 角田 清／著
武田薬品工業株
式会社

1967 １６ｐ，２６ｃｍ

A95
武蔵野市東部地区学校給食研究協議
会要綱

武蔵野市立本宿
小学校

1963 １８ｐ，２６ｃｍ

A96
武蔵野市立小中学校児童生徒の蟯虫
卵保有定期検査成績報告 ＶＯＬ２

武蔵野学校薬剤
師会

1963 ６ｐ，２６ｃｍ

A97
武蔵野市立小中学校児童生徒の蟯虫
卵保有定期検査成績報告 ＶＯＬ９

武蔵野学校薬剤
師会

1969 ６ｐ，２６ｃｍ

A98 寄生虫対策から見たし尿処理 小宮 義孝／著 ９ｐ，２６ｃｍ

A99 ルミノロジーとその応用 梅津 元昌／著
エーザイ株式會
社

1967 １５ｐ，２６ｃｍ

A100
金沢大学医学部寄生虫学教室 業績
目録 第1輯 吉村裕之教授着任7周年
を記念して

金沢大学 1981 ２９ｐ，２６ｃｍ

A101
寄生虫感染における免疫とその診断
的応用

石崎 達／著 ６ｐ，３０ｃｍ

A102 寄生虫學科業績目録
大阪醫科大學病
理學教室

５ｐ，26ｃｍ

A103 寄生動物表
東京帝國大學醫科大學病
理學教室／編纂

東京帝國大學醫
科大學病理學教
室

1919 １０ｐ，２６ｃｍ
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B1 日本醫事新報 Ｎｏ．１９８８ 日本医事新報社 １９６２．６．２
「生きている日本住血吸虫研究史
(上)」　森下 薫

B2        〃 Ｎｏ．１９８９           〃 １９６２．６．９
「生きている日本住血吸虫研究史
(下)」　森下 薫

B3        〃 Ｎｏ．２１８６           〃 １９６６．３．１９
日本科学史学会編「日本科学技術史体
系・第24巻・医学(１)」 蒲原 宏

B4        〃 Ｎｏ．２４５８           〃 １９７１．６．５ 「医師としての森鴎外(１)」伊達 一男

B5        〃 Ｎｏ．２４６３           〃 １９７１．７．１０

B6        〃 Ｎｏ．２６１７           〃 １９７４．６．２２
「田原藩医萱生郁蔵と使西日録(上)」
竹内 孝一

B7        〃 Ｎｏ．２７３０           〃 １９７６．８．２１
「サイクロトロンによる癌の速中性子線
治療」木田 盈四郎
「フィラリア症」松本 慶蔵

B8        〃 Ｎｏ．２７２０           〃 １９７６．６．１２ 「寄生虫学会」 辻 守康

B9        〃 Ｎｏ．２７８７           〃 １９７７．９．２４
「内科医に最低必要な免疫の常識
〈於・内科懇話会〉」本間 光夫

B10        〃 Ｎｏ．３３５２           〃 １９８８．７．２３

B11 獸醫畜産新報 Ｎｏ．２８９ 文永堂 １９７０．１０．１５
「ビチン(ビチオノール)による牛肝蛭の
駆虫試験」野田 亮二ほか

B12        〃 Ｎｏ．３１９           〃 １９６２．１．１５
「犬の日本住血吸虫症に関する研究
Ⅱ」藤 幸二

B13        〃 Ｎｏ．３３８           〃 １９６２．１１．１

B14        〃 Ｎｏ．３５０           〃 １９６３．５．１

B15 日本獣医師会雑誌 第11巻2号 日本獣医師会 １９５８．２
「ピペラジン化合物による馬の駆虫実
験」石原 忠雄ほか

B16        〃 第11巻４号           〃 １９５８．４
「常呂町における夏癬馬の治療実験」
沢田 昌彦ほか

B17        〃 第11巻11号           〃 １９５８．１１
「界面活性剤利用による寄生虫検査
法の研究」東 胤弘ほか

B18        〃 第13巻6号           〃 １９６０．６
「犬糸状虫におよぼすDithiazanineの
影響について」大石 勇ほか

B19 東京醫事新誌 Ｎｏ．２６８６ 東京醫事新誌局 １６３０．８．９

B20        〃 第76巻6号           〃 １９５９．６．２０
「四国地方に於ける半鹹水産魚類を
中間宿主とする吸虫類の研究」山中
浪速

B21        〃 第76巻7号           〃 １９５９．７．２０
「矮小条虫の中間宿主を介しての感染
と其の直接感染との成立に関する生
物学的研究」宮地 啓介

B22 寄生虫学雑誌 第3巻１号 日本寄生虫学会 １９５４．６ 第23回日本寄生虫学会記事特集

B23        〃 第7巻3号           〃 １９５８．６ 第27回日本寄生虫学会記事特集

B24        〃 第12巻6号           〃 １９６３．１２
「鉤虫飼育液中の酸素量の消長につ
いて」野田 昇ほか

B25 日本醫科大學雑誌 第27巻9号
日本医科大学医学
会

１９６０
「各年令犬の犬回虫抗体に関する血
清学的研究」原 一男

片山病関係≪B逐次刊行物≫
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B26        〃 第46巻2号           〃 １９７９
「Ａ/スワイン型インフルエンザに対す
る血清疫学的研究(とくにわが国のブ
タの間の流行について)山崎 正雄

B27 公衆衛生 第25巻10号 医学書院 １９４６．１２．１７

B28 臨床消火器病學 第6巻４号 醫學書院 １９５８．４．１
「回虫迷入を伴える肝臓嚢腫の１例」
新井 通正

B29 臨床書報 第4巻11号
東京醫學寫眞協
會

１９３４

B30 臨床月報 第282号 臨床月報社 １９３４．９．１５

B31 病理學雑誌 第3巻1号 病理學雑誌會 １９４４．１

B36 目黒寄生虫館月報 第64号 目黒寄生虫館 １９６４．６

B37 日本寄生虫學會記事第21年 日本寄生虫學會 １９５２

B38       〃 第15年          〃 １９４３

B39 文生書院学術雑誌目録第52号 文生書院 １９５８

B40 醫學総覧 第1巻第1号
全日本科學技術
團體聯合會

１９４５．７．１

B41 　　　〃 第1巻第3号 　　　　〃 １９４５．１０．１５

B42 日本寄生蟲學會記事第15年 日本寄生虫学会 １９４３
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C1
鼠の研究三十有餘年の間に獲得せし信念に
ついて

青木 文一郎／著
日本學術協會報告 第16巻第
1号

１９４１．３

C2 臺灣産鼠類の食性に関する研究(第一報)
青木 文一郎[等]／
著

熱帯農學會誌 第8巻第4号 １９３６．１２

C3 蟯蟲ノ生物學的研究 赤木 勝雄／述 日本醫學 第14年第6・7号 １９２５．２

C4
發熱時ニ於ケル血液ノ無機物及總酸鹽
其平衡ニ関スル臨床的竝ニ實験的研究

秋谷 實／著 醫學中央雑誌 第484・5号 １９２６．１２

C5
日本住血吸虫ペプイタド抗原による皮内反応
について

阿久沢 実，土屋
セツ子／著

アレルギー 第14巻第9号 １９６５

C6
日本住血吸虫感染ウサギ尿の免疫学的研究
第2編 尿中の抗原性物質の性状について

阿久沢 実／著
久留米医学学会雑誌 第36巻
第8号

１９７３．８．２５

C7
日本住血吸虫感染ウサギ尿の免疫学的研究
第1編 ゲル濾過法による尿中の抗原性物質
の分離

阿久沢 実／著 〃 〃

C8 犬フィラリア症の皮内反応について 阿久沢 実[等]／著
日本獣医師会雑誌 第11巻第
1号

１９５８．１

C9
セロファン厚層塗抹法による犬の糞便検査に
ついて

阿久沢 実／著 日獣会誌 １５ １９６２

C10
満州に於ける肝臓「ヂストマ」に就て １
特に奉天省した鐡嶺農村地方に於ける本吸蟲
の蔓延状態に就て

淺田 順一／著 大陸科學院彙報 第4巻第6号 １９４０．１２

C11 横川吸蟲と其の近似種に就て 淺田 順一／著 臨床醫學 第22年第2号 １９３４．２

C12
桂田博士に依り「山梨縣したの地方病に就て」
なる論文に於いて猫體の肝臓に發見記載せら
れた第二種の寄生蟲卵の本態に就て

淺田 順一／著 東京醫事新誌 第2611号 １９２９．２．２３

C13
我國ノ人體ニ蔓延セル「ヘテロフィエス屬吸蟲
ノ研究

淺田 順一／著 不明

C14 鼠咬症ニ関スル知見補遺(第一回報告) 足立 清久／著 細菌學誌 第286号

C15 喀痰中の結核菌證明に就て 阿南 新二／著 東京醫事新誌 第2754号 １９３１．１２．５

C16
Strongyloides ratti Sandground，1925の染色
体に関する研究

阿部 康男，田中 寛
／著

寄生虫学雑誌 第14巻第6号 １９６５．１２

C17
ハブならびにハブ咬症に関する研究
ハブの行動分析，特に照度との関係について

阿部 康男[等]／著 衛生動物 第16巻第3号 １９６５．９

C18
糞線虫自由世代の培養とその発育に関する
研究

阿部 康男[等]／著
鹿児島大学医学雑誌 第17巻
第3号

１９６５．１１．２０

C19
脾臓ト甲状腺トノ交互作用ニ関スル研究
第一回報告 Ｋｏｔｔｍａｎｎ氏反應ニヨル知見

網島 義人／著
岡山醫學會雑誌 第39年第10
号

１９２７．１０．３１

C20
脾臓ト甲状腺トノ交互作用ニ関スル研究
第５回報告 赤血球沈降速度ニ就テ

網島 義人／著
岡山醫學會雑誌 第41年第1
号

１９２９．１．３１

C21
「スピロヘーテ」ニ對スル生体内培地トシテノ
睾丸ノ價値

新井 俊雄／著 北海道醫學雑誌第5年第4号 １９２７．１２

C22
Dithiazanine(エーザイＳｍｉｒａｙ)の駆虫効果に
関する研究

荒木 恒治[等]／著 新薬と臨床 第9巻第7号 １９６０．７．１０

C23 Ｂ型肝炎 荒巻 琢己／著 日医大誌 第53巻第6号 １９８６

C24
大・中家畜の内科疾患にたいするＫａｎａｃｉｌｌｉｎ
の応用試験

有沢 道弥／著 家畜畜診 第50号 １９６５．１１

C25 家畜におけるＫａｎａｍｙｃｉｎの応用試験 有沢 道弥[等]／著
日本獣医師会雑誌 第18巻第
10号

１９６５．１０

C26 リペレントによる吸血昆虫の忌避試験
有沢 道弥，橋本 秀
彦／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．４０６ １９６５．９．１

片山病関係≪C論文等抜粋≫
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C27
牛のワヒ病の治療に関する研究Ⅲ．－(２)
抗ヒスタミン剤応用時の臨床病理学的観察(補
遺)

有沢 道弥[等]／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．４５６ １９６７．１０．１

C28
山梨県下の有病地における犬の日本住血吸
虫の感染状況

飯島 利彦[等]／著 寄生虫学雑誌 第7巻第1号 １９５８．２

C29
一般市販生牛肉からの住肉胞子虫の検出成
績

池上 竹二[等]／著
公衆衛生院研究報告 15巻4
号

１９６６

C30
スピロヘータに對するズルフオンアミド劑の効
果に就て(豫報)

石井 信太郎[等]／
著

東京醫事新誌 第３１４３号 １９３９．７．１５

C31
「カラ・アザール」(黒熱病)ニ関スル研究(第2
報)
實験動物トシテノ縞栗鼠に就テ

石井 信太郎[等]／
著

實験醫學雑誌 第23巻第8号 １９３９．８．２０

C36
二重盲検法によるPyrantel pamoateと
Piperazine phosphateの回虫に対する駆虫効
果の比較

石崎 達[等]／著 医学のあゆみ 第83巻2号 １９７２．１０．１４

C37 鉤虫皮内反応の諸性質 石崎 達[等]／著 寄生虫学雑誌 第12巻第1号 １９６３．２

C38 寄生虫皮内反応の本質とその応用 石崎 達／著 不明

C39
日本住血吸虫病の診断法の研究
(２)日本遵血吸虫抗原皮内反応の判定基準と
診断的価値

石崎 達[等]／著 寄生虫学雑誌 第13巻第5号 １９６４．１０

C40
山梨県における日本住血吸虫症の感染の場
とその原因の追跡

石崎 達[等]／著 寄生虫学雑誌 第20巻第6号 １９７１．１２

C41
アフリカ鉤虫Necator americanusに対する
Pyrantel pamoateの集団駆虫効果

石崎 達[等]／著 寄生虫学雑誌 第20巻第3号 １９７１．６

C42 子豚に集団發生した豚肺虫症について
磯田 政惠，吉村 市
郎／著

日本獣医師会雑誌 第9巻 １９５６．１０

C46 蛔蟲研究餘録 磯部 美知／著 臺灣醫學會雑誌 第244号

C47 蛔蟲卵ノ卵殻構成ニ就テ 井田 正二／著 慶應醫學 第10巻第6号 １９３０．６．１５

C48 条虫駆除剤Ｄｉｃｈｌｉｒｏｐｈｅｎ剤の使用経験
伊東 亨，大村 益一
／著

臨床内科小児科 第13巻第7
号

１９５８．７．１０

C49
新鉤虫駆除薬Bephenium 塩 およびその誘導
体いよる鉤虫駆除について

伊藤 亨[等]／著 新薬と臨床 第9巻第1号 １９６０．１

C50
1973年岡山県下における蚊の出現状態と日
本脳炎発生状況について

稲臣 成一[等]／著
岡山医学会雑誌 第86巻５，６
号

１９７４．６．３０

C51
1974年岡山県下における蚊の出現状態と日
本脳炎発生状況について

稲臣 成一[等]／著
岡山医学会雑誌 第88巻1，2
号

１９７６．２．２６

C52
蛔蟲成熟卵ノ感染機轉ニ及ボス二三駆蛔藥ノ
影響ニ就テ

稲留 藤次郎／著 慶應醫學 第10巻第5号 １９３０．５．１５

C53
榮養ノ細菌感染竝ニ免疫抗體産生ニ及ボス影
響ニ関スル實験的研究

犬尾 貞治／著
衛生傳染病學雑誌 第28巻8
号

１９３２．８

C54 日本住血吸蟲症に就て(二) 井上 束／著 治療及處方 第257号 １９４１．７．１１

C55 日本住血吸蟲症に就て(三) 井上 束／著 治療及處方 第258号 １９４１．８．１１

C56
小形条虫Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ ｎａｎａに及ぼす硫酸
パロモマイシンの影響

今井 壮一[等]／著 寄生虫学雑誌 第30巻第5号 １９８１．１０

C57 蟯虫の代謝に関する研究 岩城 保仁／著 内科の領域 第8巻第3号 １９６０．３．１

C58 寄生蠕虫の種に對する疑問 岩田 正俊／著
日本學術協會報告 第14巻第
1号

１９２９．４
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C59
都會地ニ見ラル内臓寄生蟲ニ就テ
Ⅱ．大阪府立某高等女學校全生徒の蟲卵検
査報告(１)

岩田 正俊[等]／著 新興醫學 第2巻第3号 １９３９．３

C60 豚の擴張絛蟲に就て 岩田 正俊／著
日本學術協會報告 第16巻第
1号

１９４１．３

C61 日本住血吸蟲の發見と研究の歴史 岩田 正俊／著
兵庫縣中等教育博物學雑誌
第7号

１９４１．１１．１５

C62 Teramisoleによる豚肺虫の駆虫効果について 上野 計[等]／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．４４２ １９６７．３．１

C63
兵庫県下におけるネコの肺吸虫自然感染例に
ついて

宇賀 昭二[等]／著 寄生虫学雑誌 第32巻第4号 １９８３．５．２７

C64 Dithiazanine Ｉｏｄｉｄｅによる鞭虫集団駆虫効果
内田 昭夫，田畑 猛
行／著

臨床消化器病学 第9巻第5号 １９６１．５．１

C65 白血球ノ赤血球貪喰現象ニ就テ(第一回報告) 内田 平次郎／著
東京醫學會雑誌 第34巻第4
号

C66
犬の瀉血に関する研究
Ⅰ．犬における大量瀉血時の臨床および血液
学的観察

内野 富弥[等]／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．４２３ １９６６．５．１５

C67
犬の瀉血に関する研究
Ⅱ．犬における大量瀉血時の血清の生科学的
観察

内野 富弥[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第14
号

１９６５．１１

C68 パランチヂウム腸炎ニ関スル實験的研究 大井 司／著 臺灣醫學會雑誌 第247号

C69
ブラジル鉤蟲Ankylostoma braziliense症ノ實験
的研究(第二報告 血像的所見)

大磯 友明／著 臺灣醫學會雑誌 第303号 １９３０．６．２８

C70
赤かび中毒の本態に関する研究
１．粗毒による実験的急性中毒の病理組織学
的研究

大久保 薫，磯田 政
恵／著

日本獣医畜産大学紀要 第16
号

１９６７．１１

C71
骨體細胞成分ノ血像竝ニ造血臓器ニ及ボス影
響ニ就テ(第五回報告)

大野 敏夫／著 實験醫學雑誌 第12巻第7号 １９２８．７．２０

C72
骨體細胞成分ノ血像竝ニ造血臓器ニ及ボス影
響ニ就テ(第二回報告)

大野 敏夫／著 實験醫學雑誌 第11巻第9号 １９２７．９．２０

C73
骨體細胞成分ノ血像竝ニ造血臓器ニ及ボス影
響ニ就テ(第一回報告)

大野 敏夫／著 實験醫學雑誌 第11巻第9号 １９２７．９．２０

C74 蛔蟲卵子ノ抵抗ニ就テ 大場 辰之允／著 臺灣醫學會雑誌 第227号

C75 蛔蟲卵子ノ發育ニ就テ 大場 辰之允／著 臺灣醫學會雑誌 第228号

C76
クロソイ Sebastes schlegeli の筋肉から発見さ
れたLiliatrema skrjabiniGubanov,1953のメタセ
ルカリアについて

大林 正士，紺野 哲
郎／著

寄生虫学雑誌 第15巻6号 １９６６．１２

C77 犬腎虫症の１例 大林 正士[等]／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．３２８ １９６２．６．１

C78
アブの生態に関する研究ートラップによる捕
巣ー

大森 康正[等]／著 農林水産業特別試験研究 １９７２．８

C79 アブの駆除に関する研究 大森 康正[等]／著 農林水産業特別試験研究 １９７２．８

C80 蛔蟲及ビ十二指腸蟲駆除藥ノ効果ニ就テ 岡田 良一／著 實験醫學雑誌 第15巻第4号 １９３１．４．２０

C81
研究業績報告大正十一年度第十六號 臨床的
竝ニ實験的淋巴球ニ関スル研究追補

岡田 增右衛門／著 實験醫學雑誌 第6巻第8号
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C82 造血組織ノ系統分類ニ就テ 緒方 友三郎／著
日本内科學會雑誌 第26巻第
8号

１９３８．１１．１０

C83 十二指腸虫豫防撲滅ニ関スル研究(第一報) 小縣 誠治／著
大阪醫學會雑誌 第24巻第6
号

１９２５．４．６

C84
Exorchis ovifmis Kobayashi (Trematoda)ノ第
二中間宿主ニ就テ(歐文)

岡部 浩洋／著
福岡醫科大學雑誌 第３０巻
第１０号

１９３７．１０

C85
工業用加熱炉の応用による動物屍体，汚物類
および塵芥の無臭焼却について，実験的考察
(第１報)

尾上 英一／著 日本公衛誌 第１５巻第７号 １９６８．７．１５

C86
蟯虫卵の寿命に関する研究(蛍光法・染色法と
運動試験・脱穀試験の比較について)

奥村 和夫／著 日医大誌 第27巻第8号 １９６０

C87 界面活性剤の応用による蛔虫卵の生死鑑別 奥村 和夫／著 日医大誌 第27巻第4号 １９６０

C88 四鹽化炭素中毒ニ関スル研究 沖波 實譯／著 満鮮之醫會 第174号 １９３５．９．１５

C89
朝鮮ニ於けるケル矮小絛蟲ニ関スル研究(第
一)

小倉 勝千代／著 朝鮮醫會雑誌 第26巻第7号 １９３６．７．２０

C90
日本住血吸蟲病ト急性蟲様突起炎發生トノ関
係ニ就テ臨床的組織學的竝ニ統計的觀察

小澤 眞／著 實験醫學雑誌 第12巻第10号 １９２８．１０．２０

C91 日本住血吸蟲病ノ貧血ニ関スル実験的研究 小澤 眞／著 實験醫學雑誌 第14巻第12号 １９３０．１２．２０

C92 蛔蟲に因する小児の重篤な腸閉塞症に就て 越智 シゲル／著 東京醫事新誌 第2842号 １９３３．８．２６

C93
人工感染肝蛭牛における小野皮内反応の消
長について

小野 豊[等]／著 寄生虫学雑誌 第8巻4号 １９５９．８

C94
北海道における蟯虫調査
(１)網走管内津別地区学童における調査成績

折原 美代治[等]／
著

寄生虫学雑誌 第13巻第1号 １９６４．２

C95
ランブル鞭毛虫の寄生により胆嚢炎症状を惹
起した二例

海野 泉／著 日医大誌 第27巻第6号 １９６０

C96 鉤虫駆虫の難易に関する研究 海野 泉／著 日医大誌 第27巻第６号 １９６０

C97
硫酸パロモマイシンによる下剤ぬき条虫駆虫
について

影井 昇[等]／著 医療と新薬 第21巻第2号 １９７４．２．１

C98 寄生虫性疾患 小形・縮小・犬条虫による疾患 影井 昇／著 小児科Ｍｏｏｋ Ｎｏ．28 １９８３．５．２０

C99
寄生虫性疾患 土壌伝播線虫 Ｓｏｉｌ－ｔｒａｎｓｍｉ
ｔｔｅｄ ｎｅｍａｔｏｄａによる疾患

影井 昇／著 小児科Ｍｏｏｋ Ｎｏ．28 １９８３．５．２０

C100
抗条虫剤としての硫酸 Ｐａｒｏｍｏｍｙｃｉｎの作
用機序に関する基礎的研究

影井 昇[等]／著
THE JAPANESE JOURNAL
OF ANTIBIOTICS Vol.36 No.3

１９８３．５

C101
臨床面より見た犬ジステンパー乾燥ワクチン
「デューファー」の使用成績調査について

鍵山 禎吉，有沢 道
弥／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．４９９ １９６５．１０．１５

C102
鼠咬症「スピロヘーテ」ト鼠「スピロヘーテ」トノ
異同

葛西 勝彌／著 細菌學誌 第324号

C103 山梨縣下ノ地方病ニ就テ 桂田 富士郎／述 岡山醫學會雑誌 愛173号 １９６２．６

C106 日本住血吸虫の拡散因子 加茂 正和／著
久留米医学学会雑誌 第20巻
第8号

１９５７．８．２５

C107 鞭蟲卵ニ及ボスＸ線ノ作用 河合 一郎／著 １９２６．１０．２

C108
Ｇｅｎｔｉａｎａ－ｖｉｏｌｅｔｔノ肝臓ヂストマ駆除効果ニ
對スル動物實験的研究

河井 為海／著 臺灣醫學雑誌 第36巻第5号 １９３７．５．２８

C109
實験的家兎肝臓ヂストマ病感染各期ニ於ケル
合水炭素新陳代謝ニ関スル研究

河井 為海／著 臺灣醫學雑誌 第36巻第3号 １９３７．３．２８

C110 ウィールス病の免疫學の一側面 川喜田 愛郎／著 日新醫學 第32号第2号 １９４３．２
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C111
日本住血吸虫のin Vitroにおける産卵及び虫
卵の発育－日本株とフィリピン株との比較－

川中 正憲／著 寄生虫学会誌 第32巻第4号 １９８３．５．２７

C112
「コロイド」粒子の太さが網状織内被細胞系統
機能に及ぼす影響に就て

川西 英雄／著
グレンツゲビート第7年第3・4
号

１９３３．３

C113
Cysticercus fasciolarisノ猫及ビ犬消化管内ニ
於ケル運命

韓 京淳／著 慶應醫學 第14巻第6号 １９３４．６．１５

C114
鞭虫症に関する研究(１)犬鞭虫の生態と寄生
局所における病理組織学的変化

菊池 滋，奥山 義光
／著

寄生虫学会誌 第13巻第1号 １９６４．２

C115
鞭虫症に関する研究(２)鉤虫症死亡例の病理
組織学的変化

菊池 滋，市原 靖／
著

寄生虫学会誌 第13巻第1号 １９６４．２

C116 撫順ニ於ケル「マラリア」ト其防遏に就テ
北畠 榮太郎[等]／
著

満州醫學雑誌 第21巻第2号 １９３４．８．１１

C117 一二不明人體寄生蟲卵ニ就テ 北村 勝蔵／述 實験醫報 第2年第16号 １９１６．１．１２

C118 犬における 寄生虫性肉芽腫に関する調査 北山 晴彦[等]／著 寄生虫学雑誌 第16巻第1号 １９６７．２

C119 組織球性細胞(網状織内被細胞)ノ機能ニ就テ 清野 謙次／著 京都醫學雑誌 第13巻第1号

C120

寄生虫卵殺滅剤に関する研究(４)鞭虫卵およ
び鉤虫卵に対する水溶性Ｔｈｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅの
殺卵効果ならびに農家屎尿貯溜槽内各種虫
卵に対する効果

久津見 晴彦／著 寄生虫学雑誌 第14巻第1号 １９６５．２

C121 満州に於ける原蟲性疾患と醫用昆蟲 久保 道夫／著 満州醫學雑誌 第36巻第3号 １９４３．３

C122 縧蟲寄生ノ一異例 熊谷 巳三郎／著 慶應醫學 第12巻第4号 １９３２．４．１５

C123
ジエチルカルバマジン剤による犬のショックに
ついて

黒川 和雄[等]／著
日本獣医師会雑誌 第16巻第
9号

１９６３．９

C124
Ｗｈｉｐｃｉｄｅによるイヌ鞭虫の駆虫効果につい
て

小山二三人，阿久
沢 実／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．２７６ １９６０．４．１

C125
犬におけるジエチルカルバマジン剤の投与法
に関する研究

黒川 和雄[等]／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．３７４ １９６４．５．１

C126
「ナトリウム」鹽ノ家兎血液及ビ造血臓器ニ及
ボス影響ニ就テ

黒川 正府／述
大阪醫學會雑誌 第21巻第7
号

C127
江蘇省邳縣ニ於ケルＫａｌａ－ａｚａｒニ関スル調
査成績

黒屋 政彦[等]／著
上海自然科學研究所彙報 第
8巻

１９３８．１２

C128
肝臓「ヂストマ」病ハ免疫獲得可能ナルヤ否ヤ
ニ就テ

桑原 庄三郎，武藤
昌知／著

中央醫學會雑誌 第28巻第4
号

１９２１．７．３１

C129 肝蛭卵ト肥大吸蟲卵トノ鑑別ニ就テ 神坂 隆／著 臺灣醫學會雑誌 第308号 １９３０．１１．２８

C130
鉤虫症の皮内反応(３)抗原注射による反応の
消長と時間の関係

河野 恵[等]／著 寄生虫学雑誌 第11巻第5号 １９６２．１０

C131
Ａｃｒｉｄｉｎｏｒａｎｇｅ蛍光処理法による赤痢アメー
バの生体観察 第Ⅱ編 培養染色法による観察

小机 弘之[等]／著 北関東医学 第4巻第4号

C132 萬國動物命名規約 五島 清太郎／閲 動物學雑誌 第23巻第278号

C133 家兎Oryctolagus cuniculusノ血液所見 小華和 忠士／著 日本畜産學會報 第2巻第5号 １９２７．１０．７

C134
Ｐｙｒａｎｔｅｌ ｐａｍｏａｔｅ による回虫の集団駆除
効果

小林 昭夫[等]／著 寄生虫学雑誌 第19巻第3号 １９７０．６

C135
Ｐｙｒａｎｔｅｌ ｐａｍｏａｔｅと Ｐｉｐｅｒａｚｉｎｅ ｍａｌａｔｅ に
よる回虫駆除効果比較

小林 昭夫[等]／著 １９７１．４

C136 トキソプラズマ症 小林 昭夫／著 診断と治療 第61巻第7号 １９７３．７．１

C137
トキソプラズマ症の検査法－色素試験につい
て－

小林 昭夫／著 日生研たより １９７２．１２．１

C138
吸蟲類生殖器ノ構造ニ就テ(第一報) 肥大吸
蟲及肝蛭ノ雄性生殖器ノ構造ニ對スル知見補
遺

小林 英一／著 臺灣醫學會雑誌 第308号 １９３０．１１．２８



12 ページ

Ｎｏ 書名 編著者 叢書名 出版年

片山病関係≪C論文等抜粋≫

C139 利根川沿岸ニ於ケル日本住血吸蟲病ノ調査
小林 晴治郎，高木
乙熊／著

細菌學雑誌 第231号 １９１５．１

C140 衛生的糞尿處置法ノ研究(第一回概報)
小林 晴治郎[等]／
著

東京醫事新誌 第2404号 １９２５．１．１７

C141 篦形二口蟲ノ動物學的方面 小林 晴治郎／著 日新醫學定期増刊 １９２２．１１．９

C142 肝臓「ヂストマ」ノ研究(本報) 小林 晴治郎／著 細菌學雑誌 第202号 １９１１．８．１０

C143 朝鮮産鼠蚤 小林 晴治郎／著 満鮮之醫會 第129号 １９３１．１２．１５

C144
双口吸虫の疫学的調査及び病原性に関する
研究－慢性感染症シリーズ－

小堀 進，佐野 基人
／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．５７７ １９７２．１０．１５

C145 蛔虫感染の疫学 小宮 義孝／著 藥事日報 第2595号ほか １９５９．２．１７

C146
ミヤイリガイの殺貝剤に対する抵抗性に関す
る研究(１)ＮａＰＣＰに対するそれについて

小宮 義孝[等]／著 寄生虫学雑誌 第10巻第6号 １９６１．１２

C147
１－Bromo-2-naphthol(オーミン顆粒)と
Bephenium hydroxy-naphthoate(Alcopar)の鉤
虫駆除効果比較試験

小宮 義孝[等]／著 寄生虫学雑誌 第13巻第5号 １９６４．１０

C148
１－ブロム・ナフトール(２)(オーミン顆粒)による
鉤虫の集団駆虫方式設定に関する研究

小宮 義孝[等]／著 寄生虫学雑誌 第12巻第5号 １９６３．１０

C149
ジチアザニン(Ｄｉｔｈｉａｚａｎｉｎｅ)による鞭虫およ
び鉤虫駆虫効果試験

小宮 義孝[等]／著 臨内小 第15巻第3号 １９６０．３

C150 蛔虫駆除剤とそれに対する耐性問題 小宮 義孝／著 最新醫學 第14巻第8号 １９５９．８

C151
上海地方ニ於ケル肝吸蟲ニ関スル研究  第四
報 肝吸蟲ノ第二中間宿主ニ就テ

小宮 義孝，川名 浩
／著

上海自然科學研究所彙報 第
5巻

１９３６．４

C152
上海地方日華人間ニ於ケル腸内寄生蠕蟲蔓
延状態ニ就テ

小宮 義孝，川名 浩
／著

上海自然科學研究所彙報 第
5巻

１９３６．４

C153 鉤虫の生物学
小宮 義孝，安羅岡
一男／著

日本に於ける寄生虫学の研
究 第4巻

１９６４

C154
Raphidascaris sp.幼線虫およびContracaecum
sp.幼線虫(Ａ型)の排泄系について

小山 力[等]／著 寄生虫学雑誌 第19巻第1号 １９７０．２

C155
ヘビクイワシ(Serpentarius secretarius)から見
出したＴｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ ｇａｌｌｉｎａｅについて

小山 力[等]／著 寄生虫学雑誌 第20巻第6号 １９７１．１２

C156
サツマアゲから見出したＴｒｙｐｐａｎｏｒｈｙｎｃｈａ
の幼虫について(資料)

小山 力[等]／著 動物學雑誌 第73巻10号 １９６４．１０．１５

C157
海産魚類およびスルメイカより見出されるＡｎｉ
ｓａｋｉｄａｅ幼線虫の形態学的および分類的検
討

小山 力[等]／著 寄生虫学雑誌 第18巻第5号 １９６９．１０

C158
糸状虫免疫に関する基礎的研究(１)イヌ糸状
虫による感作モルモットに対するＡｒｔｈｕｓ現象
について

小山 二三人／著 寄生虫学雑誌 第8巻第6号 １９５９．１２

C159
糸状虫免疫に関する基礎的研究(２)成虫およ
びイクロフィラリア抗原によるＡｒｔｈｕｓ現象につ
いて

小山 二三人／著 寄生虫学雑誌 第10巻第2号 １９６１．４

C160
糸状虫免疫に関する基礎的研究(２)成虫およ
びイクロフィラリア抗原によるＡｒｔｈｕｓ現象につ
いて

小山 二三人／著
寄生虫学雑誌 第10巻第2号
(予定)

１９６１．４

C161 イヌ糸状虫症の治療剤について 小山 二三人／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．２５９ １９５９．７．１５

C162
条虫駆虫剤としてのブロム水素酸アレコリン製
剤(テノバン)について

小山 二三人／著
日本獣医師会雑誌 第13巻第
6号

１９６０．６

C163
ウマの尿中遊離低級脂肪酸のガスクロマトグ
ラフィー

斎藤 京子，原 稔生
／著

日本獣医畜産大学紀要 第19
号

１９７１．６

C164
非ステロイド系抗炎症薬のガスクロマトグラ
フィー

斎藤 京子，原 稔生
／著

日本獣医畜産大学紀要 第20
号

１９７１．１１
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C165
Neutralrot及ビJanusgrunヲ以テセル超生体染
色標本ニ於ケル血球所見並ニ該染色ノ單核
白血球鑑別上ノ價値

齋藤 忠雄／著 熊本醫學會雑誌 第6巻第3号 １９３０．３

C166
タヌキ，テン，アナグマ，イタチの膵管に寄生を
認めたConcinnum
ten(Yamaguti,1939)Travassos,1944について

斉藤 哲郎[等]／著
岡山医学会雑誌 第89巻3・4
号

１９７７．４．３０

C167
海岸地方ニ於ケル小學校児童ノ寄生蟲卵検
査成績並ニ蛔蟲ノ児童身體發育及ビ學課成
績ニ及ボス影響ニ就テ

齊藤 亨[等]／著 千葉醫學會雑誌 第2巻第1号 １９３８．１

C168
新駆虫剤Dithiazanineによる鞭虫並びに東洋
毛様線虫の集団駆虫の一経験

斎藤 寛／著 小児科臨床 第13巻第12号 １９６０．１２．１

C169
内務省式改良便所の一部落設置に依る寄生
蟲豫防の實験報告

齋藤 南／著 日本公衆保健協會雑誌 １９３７．１０

C170 日本住血吸蟲病豫防上より見たる野鼠 齋藤 南／著

C171 那々(萎小)絛蟲發育ニ就テノ實験的研究 佐伯 義久／著 児科雑誌 第238号

C172 日令に伴う哺乳期マウスの血液学的所見 榊 馨[等]／著 実験動物 13巻4号 １９６４

C173 結核菌發見時代の独逸醫學界とコッホ先生 佐多 愛彦／著 結核彙報 第4号 １９４１．４

C174
日本住血吸虫病の免疫に関する研究 (６)蛍光
抗体法について

佐藤 重房／著 寄生虫学雑誌 第14巻第2号 １９６５．４

C175
ケトージスの治療に関する研究 Ⅰ．Ｕｒｓｏｄｅｓ
ｏｘｙｃｈｏｌ酸の応用成績

佐藤 七三郎[等]／
著

日本獣医畜産大学紀要 第15
号

１９６６．１０

C176 東海地方の宮崎肺吸虫 佐野 基人[等]／著 日本医事新報 第2874号 １９７９．５．２６

C177
静岡県大井川流域の宮崎肺吸虫の分布とそ
の中間宿主の調査について

佐野 基人[等]／著 公衆衛生 第41巻第9号 １９７７．９．１５

C178
利根川流域における日本住血吸虫症の分布
について－人畜共通感染寄生虫病としての観
察－

佐野 基人[等]／著
東京獣医学畜産学雑誌 第24
号

１９７７．３

C179 日本住血吸虫症の化学治療剤 佐野 基人／著 医学のあゆみ 第98巻12号 １９７６．９．１８

C180
寄生虫病と免疫－第42回日本寄生虫学会総
会の話題から－

佐野 基人／著
Ｉｍｍｕｎｏ－Ａｄｖａｎｃｅ ｖｏｌ．３
Ｎｏ．４

１９７３．６．２０

C181
最近の駆虫薬－世界各地で使用されている駆
虫剤－

佐野 基人／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．６００ １９７３．１０．１

C182
日本住血吸虫症の免疫血清学的診断法－特
にＣＯＰＴを中心に－

佐野 基人／著
Ｉｍｍｕｎｏ－Ａｄｖａｎｃｅ ｖｏｌ．４
Ｎｏ．２

１９７３．１１．２０

C183
利根川流域における日本住血吸虫症につい
て

佐野 基人／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．５４１ １９７１．４．１５

C184
日本住血吸虫感染マウスのＩｓｏｔｈｏｃｙａｎａｔｅ
誘導体，ＣＧＰ－４５４０による実験的治療につ
いて(１)実験的治療成績

佐野 基人，石井 明
／著

薬理と治療 ｖol.6 No.5 １９７８．５．２０

C185
日本住血吸虫感染マウスのＩｓｏｔｈｏｃｙａｎａｔｅ
誘導体，ＣＧＰ－４５４０による実験的治療につ
いて(２)寄生虫学的および病理組織学的観察

佐野 基人，石井 明
／著

薬理と治療 ｖol.6 No.6 １９７８．６．２０

C186
日本住血吸虫の感染症－最近の動向と諸問
題－

佐野 基人／著
MINOPHAGEN MEDICAL
REVIEW 第22巻

１９７７．９

C187 寄生虫の微生物媒介 佐野 基人／著 医学のあゆみ 第87巻第2号 １９７３．１０．１３

C188
利根川流域の風土病－日本住血吸虫症の疫
学的調査成績

佐野 基人[等]／著 医学のあゆみ 第79巻第6号 １９７１．１１．６

C189 人畜共通寄生虫症とその問題点 佐野 基人／著 獣医界 第11号 １９７３．９

C190
Ｔｒｏｐｉｃａｌ Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ－新しい時代
の新しい学問－

佐野 基人／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．526 １９７０．９．１

C191 静岡県における肺吸虫の調査(1) 佐野 基人[等]／著 寄生虫学雑誌 第27巻第4号 １９７８．６．１２
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C192 東海地方の寄生虫性風土病 佐野 基人／著 医学のあゆみ 第108巻第3号 １９７９．１．２０

C193 寄生虫病予防の問題点 佐野 基人／著 １９７４

C194
鶏に寄生する棘溝条虫の發育史に関する研
究

沢田 勇／著 動物學雑誌 第62巻第6号 １９５３．６．１５

C195
鶏に寄生する橿原条虫の發育史に関する研
究

澤田 勇／著
奈良学芸大学紀要 第2巻第2
号

１９５３．２

C196

Bephwnium hydrocynaphthoate製剤Alcopar-P
並びにAlcopar顆粒による鈎虫集団駆虫効果
について－特にアメリカ鈎虫優占地区におけ
る駆虫成績

沢田 利貞，佐藤 重
房／著

医学通信 第19年第778号 １９６４．８．１９

C197 十二指腸蟲駆除の臨床的研究 柴田 純一郎／述 實醫 第12巻第11号

C198
ビタミン缺乏歯牙發育ニ及ボス影響ニ就テ 第
四編 對照實験

柴田 信／著 實験醫學雑誌 第13巻第8号 １９２９．８．２０

C199
ビタミン缺乏歯牙發育ニ及ボス影響ニ就テ 第
三編 ビタミンＤ缺乏食飼育城鼠ニ於ケル氏が
發育ノ變化二就テ

柴田 信／著 實験醫學雑誌 第13巻第7号 １９２９．７．２０

C200
歯髄組織内ニ於ケル格子状繊維ノ組織學的
研究竝ニ其象牙質生成ニ関スル意義

柴田 信／著 實験醫學雑誌 第11巻第6号 １９２７．６．２０

C201 寄生蟲検査法 清水 重矢／著
應用獸醫學雑誌 第9年第11
号

１９３６．９．２０

C202
糞便中の寄生蟲卵聚集法としての余の一方
法に就て

清水 重矢／著 臨床内科 第4巻第10号 １９３８．１０．１

C203 蛔蟲性腸閉塞症に関する日本文献 清水 重矢／著
グレンツゲビート第14年第12
号

１９４０．１２．１

C204 蛔蟲性腸閉塞症に関する日本文献 清水 重矢／著
グレンツゲビート第14年第12
号

１９４０．１２．１

C205 幼年犬ノ血液像ニ就テ 清水 重矢／著 實験醫學雑誌 第17巻第4号 １９３３．４．２０

C206
寄生蟲ガ身體發育竝ニ智能ニ及ボス影響ニ
関スル文献

清水 重矢／著 實験醫學雑誌 第24巻第8号 １９４０．８．２０

C207
蔬菜類ニ附著スル人體寄生蟲卵ニ関スル日
本文献

清水 重矢／著 實験醫學雑誌 第24巻第11号 １９４０．１１．２０

C208
モグラを宿主とする絛蟲Hymenolepis
diminuta(Rud.)について

清水 重矢[等]／著 衛生動物 Ｖｏｌ．２ Ｎｏ．２．３ １９５１

C209
蟯虫の感染源に関する研究(１) 便所扉の把手
からの蟯虫卵検索成績

清水 重矢[等]／著 公衆衛生 第25巻第2号 １９６１．２．１５

C210
蟯虫の感染源に関する研究(Ⅱ)硬化および紙
幣からの蟯虫卵の検索について

清水 重矢[等]／著 公衆衛生 第25巻第6号 １９６１．６．１５

C211 公衆浴槽内における寄生虫卵検査成績
清水 重矢，中林 正
子／著

公衆衛生 第15巻第4号 １９５５．１０．１５

C212
沃化ジチアザニン(Duthiazanine iodide)による
豚肺虫症の治療効果

清水 重矢，阿久沢
実／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．３３８ １９６２．１１．１

C213
再び沃化ジチアザニンによる豚肺虫症の治療
効果

清水 重矢，阿久沢
実／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．３５０ １９６３．５．１

C214
Duthiazanineによる豚肺虫症の治療効果につ
いて

清水 重矢，阿久沢
実／著

C215
犬回虫に関する研究 Ⅱ．犬回虫卵殻の構造
について

清水 重矢[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第5
号

１９５６．１０

C216
犬回虫に関する研究 Ⅰ．犬回虫の先天性感
染について

清水 重矢[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第6
号

１９５７．１２

C217 生藥としての麦わらについて(Ⅱ)その１ 清水 重矢／著 医学と生物学 第19巻第1号 １９５１．４．５

C218 人体寄生虫卵傳播者としてのハエについて 清水 重矢／著 医学と生物学 第25巻第2号 １９５２．１０．２０

C219
武蔵野市内にて販賣される苺に附着する寄生
蠕虫卵について

清水 重矢／著 医学と生物学 第24巻第5号 １９５２．９．５
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C220
イヌ糸状虫抗原の研究 Ⅱ Evans blue注入法
による皮内反応

清水 重矢，阿久沢
実／著

医学と生物学 第55巻第2号 １９６０．４．２０

C221
イヌ糸状虫抗原の研究 Ⅲ Diethylaminoethyl
cellulose columnによって画分した抗原による
皮内反応

清水 重矢，阿久沢
実／著

医学と生物学 第61巻第4号 １９６１．１１．２０

C222
Dirofilaria immitis Leidy,1856のミクロフィラリア
にみられたサーレス現象様の反応について

清水 重矢，阿久沢
実／著

医学と生物学 第52巻第5号 １９５９．９．５

C223
Dirofilaria immitis抗原の研究 ⅠCilumn
Chromatographyによる分画抗原の皮内反応
について

清水 重矢，阿久沢
実／著

医学と生物学 第51巻第5号 １９５９．６．５

C224
アメーバ赤痢ニ對スル エメチン治療ノ實験的
研究

志村 宗平／述 日新醫學 第7年第2号 １９１７．１０

C225
アメーバ赤痢ニ對スル エメチン注射療法特ニ
エメチン注射ト アメーバトノ関係及大腸壁ノ變
化ニ就テ

志村 宗平／述 日新醫學 第8年第3号 １９１８．１１

C226
蚊幼虫天敵魚としてのタップミンノーに関する
２，３の実験

村主 節雄[等]／著 岡山医学会雑誌 第84巻1.2号 １９７２．２．２８

C227 蛔蟲に因る痙攣性腸閉塞症 鈴木 潔／著
大阪回生病院臨床集報 第19
巻第3号

１９３６．６

C228
Acridinorange蛍光処理法によるTrichomonas
ｖａｇｉｎａｌｉｓ の生体観察 第Ⅱ編 培養染色法に
よる観察

鈴木 禾甫／著 北関東医学雑誌 第6巻第1号 １９５５．１２．２５

C229 秋田県における横川吸虫に関する研究 鈴木 了司[等]／著
日本農村医学会雑誌 第11巻
第1号

１９６３．９

C230
秋田県における横川吸虫に関する研究 (２)八
郎潟開拓前後における横川吸虫の感染状況

鈴木 了司[等]／著
日本農村医学会雑誌 第18巻
第2号

１９６９．７

C231
肝吸虫第二中間宿主の再検討 (１)オイカワへ
の肝吸虫cerariaの感染

鈴木 了司，小宮 義
孝／著

寄生虫学雑誌 第15巻第3号 １９６６．６

C232
アブの被害に関する研究－アブ類の唾液成分
に関する基礎的研究－

関川 弘雄[等]／著 １９７２．８

C233
鉤虫の感染経路に関する研究－特に仔犬の
肺臓内より分離せるアメリカ鉤虫仔犬を以て
せる経口的人体感染実験について－

関根 憲治／著 寄生虫学雑誌 第14巻第2号 １９６５．４

C234 「メチールヴィオレット」ゴール氏液反應に就て 錢 潮／著 東京醫事新誌 第2646号 １９２９．１０．２６

C235
攝食ト白血球分布トノ関係，殊ニ肺臓ニ於ケ
ル其ノ調節装置ニ就テ

高泉 正暉／著
北越醫學會雑誌 第41年第
4.5.6号

１９２６．１２．２０

C236 Dithiazanine iodideの使用経験 高岡 敏雄[等]／著 新薬と臨床 第10巻第1号 １９６１．１

C237
秋田県における肝吸虫(Clonrchis sinensis)の
感染状況 (３)浅内沼周辺学童の感染率の推
移

高野 喜正[等]／著
日本農村医学会雑誌 第18巻
第2号

１９６９．７

C238 都會在住兒童寄生虫調査統計ニ就テ(第二報) 高野 了三[等]／著
大阪醫學會雑誌 第23巻第7
号

１９２４．７

C239
ウエステルマン肺吸虫Paragonimus
westermani(Kerbert,1878)Braun,1899好敵及
び非好適宿主体内における発育について

滝沢 明祐／著 寄生虫学雑誌 第13巻第3号 １９６４．６

C240
Filaria症の免疫学的研究 (Ⅲ)分画精製した皮
内反応抗原について

武井 一利[等]／著
日本衛生學雑誌 第19巻第5
号

１９６４．１２

C241
生インフルエンザウイルスワクチンに関する研
究   第一報 ウイルスの感染像について

楯 博[等]／著 日医大誌 第30巻第2号 １９６４

C242
Strongyloides stercoralis(Bavay,1876)の犬へ
の感染症に就て

田中 寛／著
鹿児島大学医学雑誌 第17巻
第1号

１９６５．５．２０

C243
ピルビニウム・パモエート懸濁液による人糞線
虫症の治療の研究

田中 寛[等]／著 寄生虫学雑誌 第14巻第1号 １９６５．２

C244
泰國に於ける重要なる人體寄生蟲及び醫學
に関係ある動物二三

田邊 操／著 訪泰醫學親善團報告 １９４２．７．３０



16 ページ

Ｎｏ 書名 編著者 叢書名 出版年

片山病関係≪C論文等抜粋≫

C245 秋田県における横川吸虫症の疫学的研究 谷 重和[等]／著
秋田県農村医学会雑誌 第21
巻第1号

１９７４．９

C246
豚肺虫Metastrongylus elngatus DUJARDIN
1945に関する研究 Ⅱ．補助宿主に関する研
究２

谷口 守男[等]／著
東京獣医学畜産学雑誌 第9
号

１９５８．１１．１５

C247 田川炭鉱に於ける鉤虫感染 玉井 太郎／著 寄生虫学雑誌 第6巻第1号 １９５７．３

C248
一酸化炭素ヲ以テスル動物總血液量ノ測定法
ニ就テ

玉尾 延忠／著
岡山醫學會雑誌 第54年第12
号

１９４２．１２．３１

C249
鉤虫幼虫の産生するHhaluronidaseに就いて
(１)

多満城 智行／著 寄生虫学雑誌 第10巻第6号 １９６１．１２

C250
Evans-blue Techniqueによる肺吸虫幼虫の組
織内侵入機転に関する実験病理学的研究

辻 守康／著 寄生虫学雑誌 第10巻第5号 １９６１．１０

C251
蟯虫の感染源に関する研究 母子相互間にお
ける蟯虫感染の意義についての考察

土屋 セツ子[等]／
著

日本衛生學雑誌 第20巻第2
号

１９６５．６

C252 Sulfonamid劑と肝臓との関係 土屋 文雄[等]／著 體性 第26巻第7号

C253 異性抗原及抗體ニ関スル研究補遺 寺門 賀／著
日本獸醫學會雑誌 第7巻第1
号

１９２８．３

C254
蘭領東インド産生藥クミスクチンの利尿作用に
就いて

寺崎 由太郎／著 東京醫事新誌 第2900号 １９３４．１０．１３

C255 秋田県でみいだされた肝蛭症 照井 良彦[等]／著 日本医事新報 第2575号 １９７３．９．１

C256 多數寄生してゐた蛔蟲症の一例 土井 次夫／著

C257 蠅ニヨル寄生蟲卵傳播ニ就テ 陶 熾／著
上海自然科學研究所彙報 第
4巻

１９３５．８

C258
Trypanosoma gambiense et equiperdum の毒
素ニ就テ

登倉 登／著 醫學研究 第9巻第6号 １９３５．６．３０

C259
犬の脳脊髄液に関する研究　Ⅰ．後頭下穿刺
の予測深程と穿刺部位の臨床解剖学的研究

中井 隆夫，醍醐 正
之／著

日本獣医畜産大学起用 第15
号

１９６６．１０

C260
「ヂフテリー」菌ノ毒素産生用無蛋白培地ニ関
スル實験

永井 吉郎／著 實験醫學雑誌 第２７巻第１号 １９４３．１．２０

C261 「ヂフテリア」治療用血清ノ製法ニ就テ 永井 吉郎[等]／著
實験醫學雑誌 第２６巻第１２
号

１９４２．１２．２０

C262
原蟲性疾患ニ於ケル各種化學的治療藥品ノ
作用方法ニ関スル研究　第二報

並河　汪／著
臺灣總督府中央研究所衛生
部業績 第117

１９３１．８．２８

C263 日本住血吸虫症におけるトリプトファン代謝 中込 仕／著
昭和医学会雑誌 第18巻第6
号

１９５８．１１．３０

C264
日本住血吸虫規制廿日鼠肝のトリプトファンペ
ルオキシターゼについて

中込 仕／著
昭和医学会雑誌 第18巻第6
号

１９５８．１１．３０

C265
r-Globulinが日本住血吸虫症の予防及び治療
に及ぼす影響

長崎 宗俊[等]／著 寄生虫学雑誌 第10巻第1号 １９６１．２

C266
二酸化炭素と界面活性剤による糞池内回虫
卵の撲滅について

中路 一／著 日医大誌 第26巻第11号 １９５９

C267

十二指腸蟲ノ發育ニ関スル實験的研究　（第
三編)犬十二指腸蟲Anchylostma
caninum,Ercolani仔蟲ノ固有宿主タル犬及非
固有宿主タル家兎．モルモット白鼠體内ニ於
ケル發育状態ニ就テ

中島 勝美／著 實験醫學雑誌 第15巻第10号 １９３１．１０．２０

C268 アブの生態に関する研究ーアブの発生源ー 長島 義介[等]／著 農林水産業特別試験研究 １９７２．８

C269 組織性肥胖細胞ニ就テ 中條 資俊／著 日新醫學 第17年第3号 １９２７．１１

C270 マンソン裂頭条虫の抗原性に関する研究 中林 正子／著 寄生虫学雑誌 第10巻第2号 １９６１．４

C271
實験的ニTrypanosoma evansi ヲ感染セル動
物ニ於ケル貧血ニ関スル研究 第一編 成熟家
兎ニ於ケル所見

中村 敬司／著 實験醫學雑誌 第25巻第9号 １９４１．９
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C272

實験的ニTrypanosoma evansi ヲ感染セル動
物ニ於ケル貧血ニ関スル研究 第二編 幼若家
兎ニ於ケル所見竝ニ病血血漿，死滅病原體
自個ヲ接種シタ際ノ所見　　第三篇 造血臓器
ニ於ケル組織學的所見

中村 敬司／著 實験醫學雑誌 第25巻第10号 １９４１．１０．２０

C273
「アンチモンコロイド」ニ依ル肝臓ヂストマ症ノ
治療實験

中村 傑／著 實験醫學雑誌 第28巻第3号 １９４４．３．２０

C274 濾過性病原ニ関スル野口博士ノ研究 中村 豊／著 北海道醫學雑誌第6年第7号 １９２８．７

C275 鼓腸 中村 陽三／著

C276
牛のワヒ病の治療に関する研究 Ⅰ．病性に関
する観察

中村 良一[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第11
号

１９６２．１２

C277
牛のワヒ病の治療に関する研究 Ⅱ．抗ヒスタ
ミン剤による治療試験

中村 良一[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第11
号

１９６２．１２

C278
牛のワヒ病の治療に関する研究 Ⅲ．抗ヒスタ
ミン剤応用時の臨床病理学的変化

中村 良一[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第12
号

１９６３．１２

C279

牛のワヒ病の治療に関する研究 Ⅳ．
Diethylcarbamazine Citrate,Prednisoloneおよ
びMethylarsonic Acid応用時の臨床病理学的
観察

有沢 道弥[等]／著
日本獣医畜産大学紀要 第15
号

１９６６．１０

C280 わが国の肝蛭症 中村 良一／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．322－341 １９６２

C281 赤色尿と臨床(１) 中村 良一／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．402 １９６５．７．１

C282
伝貧馬の心機能の心電図学的研究　Ⅲ．心電
図を中心とした心機能の変化

中村 良一[等]／著
馬伝染性貧血に関する研究
報告 第３集

１９６８

C283
経口的ニ與ヘラレタル「リグラ條蟲ノ蛙體及ビ
二十日鼠體内ニ於ケル移行経路ニ就テ

名越 猛熊／著

C284
アナグマ，イヌおよびブタから得た肺吸虫の種
類

波部 重久／著 寄生虫学雑誌 第26巻第2号 １９７７．４

C285
實験的Chagas病ニ関スル研究　第二編
Trypanosoma cruziノ培養濾液ニヨッテ惹起セ
ラレタル貧血ニ就テ(其ノ一)

新見 正喜／著 實験醫學雑誌 第19巻第7号 １９３５．７．２０

C286

鉤蟲科(Fam.Ancylostomdae)線蟲ノ生物學的
研究 特ニ犬鉤蟲Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｃａｎｉｎｕｍノ
感築率，免疫及大腸管内寄生部位ニ関スル
實験的研究

西 雅憲／著
臺灣醫學會雑誌 第35号第12
号

１９３６．１２．２８

C287 蛔幼蟲ノ宿主體内ニ於ケル移行経路
錦織 正雄，大場 辰
之允／著

日新醫學 第13年第8号 １９２４．６

C288
幼児のギョウチュウ検査成績とPyrvinium
pamoate(Poquil)少量投与による集団駆虫の効
果について

西村 猛[等]／著 寄生虫学雑誌 第14巻第2号 １９６５．４

C289 犬 猫の感染症に対するKanacillinの応用実験
日本獣医畜産大学
内科学教室

獣医畜産新報　Ｎｏ．412 １９６５．１２．１

C290
十二指腸蟲種類の蟲卵鑑別法と再び十二指
腸蟲の臨床に對する提唱

濃野 垂／著 日本瞖事新報 第714号 １９３６．５

C291 東洋毛様線蟲ノ發育及ビ感染ニ関スル研究 濃野 垂／著 慶應醫學 第7巻第2号 １９２７．２．１５

C292 「肺ヂストマ」寄生性腦膜炎ノ１例 野々村 太郎／著
岡山醫學會雑誌 第53年第1
号

１９４１．６．１５

C293
特發性血小板減少症(Essntille Thrombopenie)
ニ就テ

蓮池 尭民／著 岡山醫學會雑誌 第427号 １９２５．８．３１

C294 鞭蟲ノ發育ニ関スル實験的研究 長谷川 徳三／著
福岡醫科大學雑誌 第17巻第
8号

１９２４．８

C295
十二指腸蟲ノ非固有宿主體内ニ於ケル移行
状況ニ就イテ

長谷部 一郎／著
實験醫學雑誌 第26巻第11・
12号

１９４２．１１・１２

C296
南洋ロタ島居住Chamoro族(Micronesia人)ノ腸
管寄生蟲感染ニ関スル研究

秦　浩／著
朝鮮醫學會雑誌 第32巻第11
号
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C297
各年令犬の犬回虫抗体に関する血清学的研
究

原　一男／著 日医大誌 第27巻第9号 １９６０

C298 [エオジン]嗜好細胞顆粒ニ関スル知見補遺 原田 綱橋／著
愛知醫學會雑誌 第38巻第7
号

１９３１．７．２０

C299 肺吸虫症の化学療法に関する研究 原田 豊／著 寄生虫学雑誌 第13巻第3号 １９６４．６

C300
各種動物赤血球ニ對スル葡萄糖滲透性
Permeabilitatニ関スル研究補遺

伴野 孫三郎／述 日新醫學 第15年第7号 １９２６．３

C301
Ｋａｌａ－ａｚａｒ ノ貧血ニ関スル實験的研究 第一
編 實験的Ｋａｌａ－ａｚａｒノ血液像竝ニ造血臓器
ノ組織學的所見

藤井 勇／著 實験醫學雑誌 第28巻第4号 １９４４．４．２０

C302 粗大寄生動物性疾患ニ於テ免疫ノ獲得アリヤ 藤浪 鑑／著 京都醫學雑誌 第13巻第3号 １９１６．７

C303 日本時住血吸虫病 藤浪 鑑／著 日新醫學 第6年第1号 １９１６．９

C304
各年令犬に犬蛔虫を感染せしめた場合の腸
管の病理組織所見

藤波 浩／著 日医大誌 第27巻第5号 １９６０

C305
濃塗標本並に塗抹標本より白血球絶對數を概
算し得るや

古庄 乙彦／著 熊本醫學會雑誌 第4巻第1号 １９２８．１

C306
臺灣産野鼠Rattus losea(SWINHOE)の門歯の
出齦成長及摩耗に就いて

古畑 北雄／著 熱帯農學會誌 第12巻第3号 １９４０．１１

C307
関東地方における腸管寄生原虫の疫学的調
査

堀 栄太郎／著 寄生虫学雑誌 第14巻第1号 １９６５．２

C308 ヘノボヂ油劑の心電圖上に及ぼす影響 本田  信義／著
日本内科學會雑誌 第43巻第
1号

１９５４．４．１０

C309 蟯虫の感染特に逆行感染に関する研究 本間 誠／著 日医大誌 第26巻第12号 １９５９

C310 寄生蟲性膽道疾患の外科 槇 哲夫／著
日本外科學會雑誌 第54回第
7号

１９５３．１０．１

C311 蛔蟲卵ノ「ズダン」Ⅲ染色反應ニ就テ 松崎 義周／著 慶應醫學 第8巻第6号 １９２８．６．１５

C312
鉤虫感染仔虫および鉤虫卵に対する新組成
ネオ・ヂグロンの殺滅効果に関する研究(１)実
験室内における研究

松崎 義周[等]／著 寄生虫学雑誌 第14巻第1号 １９６５．２

C313
Alcopar(Bephenium hydroxynaphthoate)の鉤
虫駆除ならびに副作用に関する研究

松崎 義周[等]／著 寄生虫学雑誌 第12巻第5号 １９６３．１０

C314 日本産ニワトリ寄生のハジラミについて
松平 百合，金子 清
俊／著

衛生動物 第20巻第4号 １９７０．１

C315 Ｔ．Ｍ．法による蛔虫免疫の研究Ⅰ 馬淵 正樹
岐阜県医科大学紀要 第3巻
第5号

１９５６．２

C316 鉤虫物語 水野 哲夫／著 健康教室

C317 科学者としての長與又郎先生 三田村 篤志郎／著 科學 12第6号 １９４１．１０．１６

C318
グラウンドイッチ ノ發生ト降雨トノ関係特ニ秋
蠶時期ニ於ケル両者ノ関係ニ就テ

皆川 弘毅，皆川 静
明／著

東京醫時新誌 第2149号 １９１９．１０．２５

C319
馬ノ傳染性貧血ノ病原體竝ニ其純粹培養ニ就
テ

宮川 米次[等]／著 實験醫學雑誌 第2年第3号 １９１８．９．３０

C320 輓近ニ於ケル寄生蟲病學ノ進歩ニ就テ 宮川 米次／述 實験醫報 第4年第43号

C321
輓近日本醫學者ニヨリテ爲サレタル寄生蟲病
學ノ進歩

宮川 米次／述 日新醫學 第14年第1・2・3号
１９２４．９・１０・
１１

C322 醫學上に於ける日本人の獨創的研究 宮川 米次／著 實験醫報 第24年第286・7号 １９３８．９．１２

C323
過去十一ヶ年間一千六百有餘名の肺結核患
者に對する治療成績

宮川 米次／著 内科及小児科 第3巻第12号 １９４３．１２

C324
カラ・アザールの實験的治療竝に本症の貧血
發起に関する考察

宮川 米次／著
日本傳染病學會雑誌 第16巻
第8号

１９４２．５．２０
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C325 寄生蟲性貧血の成因に関する考察 宮川 米次／著 病理學雑誌 第1巻第1号 １９４２．１．１

C326 肝臓ヂストマの一新殺虫法に就て　予報
宮川 米次、清水 重
矢／著

治療及處法 257号 １９４１．７

C327
個體膠質の生物學的作用に関する研究(第十
報)

宮川 米次[等]／著 治療及處法

C328 寄生蟲病性貧血と其の本態 宮川 米次／著 診療大観 第9巻第3号

C329
生物體内ニテ死滅セル細胞ノ成分ノ生物學的
機能ニ就テ　附 人體並ニ生物體ノ生活現象ニ
関スル一新考察

宮川 米次／著
長野縣醫學會雑誌 第13巻第
1号

C330 所長信任の挨拶と所員に對する希望 宮川 米次／著 實験醫學雑誌 第18巻第2号 １９３４．２．２０

C331 人體寄生蟲學と五島先生 宮川 米次／著 動物學雑誌 第48巻8・9・10号 １９３６．１０

C332 生活現象と社會現象との比較 宮川 米次／著 日本學術協會報告 第3巻 １９２７

C333 人體寄生蟲並に原蟲病に関する二三の近業 宮川 米次／著 東西醫學大観 第28号 １９３０．１

C334
十二指腸蟲症ノ貧血ニ関スル實験的研究 第
1.2報 血液學的、組織學的検索

宮川 米次[等]／著 實験醫學雑誌 第17巻第10号 １９３３．１０．２０

C335
十二指腸蟲症ノ貧血ニ関スル實験的研究 第3
報 固有宿主ノ肺臓ヲ通過セル幼蟲ノ非固有
宿主ニ對スル貧血發現ニ就テ

宮川 米次[等]／著 實験醫學雑誌 第17巻第10号 １９３３．１０．２０

C336 實験的肝臓ヂストマ症の一新治療法に就て
宮川 米次、清水 重
矢／著

治療及處法 263号 １９４２．１．１１

C337
睡眠病々原體「トリパノゾオマ、ガンビエンゼ」
竝ニ「ヅルラ」病々原體「トリパノゾオマ、エバン
シイ」の一新滅殺法の發見(豫報)

宮川 米次、清水 重
矢／著

實験醫報 第３２７号 １９４２．１．１２

C338 睡眠病ヅルラ病ドウリン病の一新療法
宮川 米次、清水 重
矢／著

治療及處法 272号 １９４２

C339 「デング」に就の経過 特性及びし主要症状 宮川 米次／著 實験醫報 第29年第337号 １９４２．１１．１２

C340
トリパノゾオマ病に對するアンチモン・コロイド
の治療實験

宮川 米次／著 南方醫藥研究資料 第1号

C341

特殊の方法に依つて膠質化せるキニーネ(Ｃ．
Ｍ．Ｃと命名)に依るマラリヤの一新治療法に
就て　(第二回報告)膠質状態化せるキニーネ
に依る人マラリア治療後の再發の有無並びに
同劑に依る鳥マラリア治療所見

宮川 米次[等]／著 日本臨床 第2巻第8号 １９４４．８．２５

C342
鼠蹊淋巴肉芽腫ノ病原體ニ関スル研究 (第七
回報告)組織培養法ニヨル本病々原體ノ培養

宮川 米次[等]／著 實験醫學雑誌 第20巻第3号 １９３６．３．２０

C343 熱帯病學の範囲 宮川 米次／著 臨床醫學 第20年第7号 １９３２．７

C344 日本住血吸蟲病 宮川 米次／著 醫學輯覧 第63号

C345 日本住血吸蟲病ノ病原的方面 宮川 米次／述 日新醫學 第6年第1号 １９１６．５．９

C346 日新醫學分冊 寄生蟲感染ノ経路 宮島 幹之助／講術 日新醫學 第2年第8号 １９１３．４．２７

C347 朝鮮産「カハニナ」類ニ就テ 宮永 宗男／著
朝鮮博物學會雑誌 第9巻第
36号

１９４２．１０．３０

C348
十二指腸蟲症ノ貧血喚起ノ發生機転ニ関スル
實験的研究 第一編 十二指腸蟲羅患犬ノ血液
ヲ犬,家兎ニ注入シタル場合ノ貧血發来ニ就テ

村田 恭造／著 實験醫學雑誌 第27巻第6号 １９４３．６．２０
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C349

十二指腸蟲症ノ貧血喚起ノ發生機転ニ関スル
實験的研究 第二編 十二指腸蟲羅患犬ノ血液
ヲ犬,家兎ニ注入シタル場合ノ造血臓器ノ組織
學的所見

村田 恭造／著 實験醫學雑誌 第27巻第7号 １９４３．７．２０

C350
犬絲状蟲仔蟲ノ末梢血管内定期出現性ニ関
スル實験的研究 (第二報)

村田 一／著 醫研 第13巻第4号

C351
松下博士著「フィラリア蟲病及象皮病論」ヲ讀
ム

望月 代次／述 日新醫學 第3年第8号 １９１４．４

C352 臺北醫學専門學校生徒ノ糞便検査成績 森岡 廣一[等]／著
臺灣醫學會雑誌 第35巻第7
号

１９３６．７．２８

C353 寄生蟲學に於ける五島先生の御貢献 森下 薫／著 動物學雑誌48巻8.9.10号 １９３６．１０

C354
Dithiazanineによる蟯虫治療成績　殊に
Piperazineとの併用による短期治療効果

森下 薫[等]／著 臨内小 第15巻第6号 １９６０．６

C355 「鉤虫の撲滅」をめざして　－座談会ー 森下 薫[等]／著 日本医事新報 第2038号 １９６３．５．１８

C356 寄生虫学用語集(２) 森下 薫[等]／著 寄生虫学雑誌　第22巻第4号 １９７３．８

C357 寄生虫和名選考委員会報告 森下 薫／著 寄生虫学雑誌　第12巻第4号 １９６３．８

C358 寄生虫和名選考委員会報告(追加) 森下 薫／著 寄生虫学雑誌　第13巻第4号 １９６４．８

C359
虹口マーケット販賣蔬菜及び漬物類の蟲卵検
査成績

森下 哲夫／著
同仁會醫學雑誌 第15巻第9
号

１９４１．９．２０

C360
浙江・江蘇両省に於て検査したミクロフィラリア
の感染度並びにその種類　(第１報)

門馬 健次／著
同仁會醫學雑誌 第16巻第6
号

１９４２．６．２０

C361
浙江省舟山列嶋に於けるMicrofilaria malayiの
分布

門馬 健次／著
同仁會醫學雑誌 第16巻第8
号

１９４２．８．２０

C362
浙江省杭州に於ける肥大吸蟲及び赤痢アメー
バの検出率

門馬 健次／著
同仁會醫學雑誌 第17巻第12
号

１９４３．１２．２０

C363
我國寄生蟲學界に於ける恩師吉田貞雄先生
の功績

門馬 健次／著 東京醫事新誌 第3106号 １９３８．１０．１２

C364 大阪に於ける小兒蟯蟲寄生の蔓延
門馬 健次，神谷 清
／著

治療と経験 第3巻第21号 １９３９．２

C365 常用調味料ノ蛔蟲卵發育ニ及ボス影響ニ就テ 八木 胤幸／著 慶應醫學 第13巻第3号 １９３３．３．１５

C366

鉤虫の感染様式に関する研究－特にアメリカ
鉤虫感染期仔幼虫及び脱繊維素血液で処理
せるズビニ鉤虫仔虫を以ってせ人体経胃感染
実験について－

安戸 一皓／著
日本衛生学雑誌 第19巻第5
号

１９６５．１

C367
ウイルス性疾患の血清疫学的研究－特にイン
フルエンザＨＩ抗体保有状況の解析－

薮内 清／著
日本伝染病学会雑誌 第40巻
第5号

１９６６．８．２０

C368
青森県下における広節裂頭条虫の症例につ
いて

山口 富雄[等]／著 日本医事新報 Ｎｏ．2820 １９７８．５．１３

C369 十二指腸蟲症ノ統計的観察 山崎 政治／著 十全會雑誌 第40巻第2号 １９３５．２

C370
エキノコックス症防遏上犬に関する諸問題(そ
の１)

山下 次郎／著 北獣会誌 １１ １９６７

C371
エキノコックス症防遏上犬に関する諸問題(そ
の２)

山下 次郎／著 北獣会誌 １１ １９６７

C372 實験的海猽再歸熱ノ再發ニ就テ 山下 朝橘／著

C373
イヌ鉤虫Ancylostoma caninumの幼若虫に対
するThiabendazolaの駆虫作用

山ノ内 信一[等]／
著

医学と生物学 第71巻第4号 １９６５．１０．１０

C374
鉤虫の感染経路に関する研究－特に仔犬の
皮内より分離せるアメリカ鉤虫仔虫を以ってせ
る経口的人体感染実験について－

山本 昌明／著 寄生虫学雑誌 第14巻第2号 １９６５．４

C375
各年令層の犬にける犬回虫感染幼虫を中心と
した肝，肺の病理所見

鑓田 義男／著
日本内科学会雑誌 第47巻第
7号

１９５８．１０．１０
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C376 肥大吸蟲(薑片蟲)病患者ノ血液像ニ就テ 楊 述祖／著
上海自然科學研究所彙報 第
3巻

１９３４．９

C377 肺ヂストマ病ノ治療ニ関スル研究 横川 定[等]／著
臺灣醫學會雑誌 第39巻第2
号

１９４０．２．２８

C378
肺「ヂストマ」ノ發育ニ関スル研究 特ニ蟹ヲ中
間宿主トスル肺「ヂストマ」以外ノ小吸蟲ニ就
テ(第一報)

横川 定／著 岡山醫學會雑誌 第330号 １９１７．７．３１

C379 横川氏メタゴニィムス病論 横川 定／述 日新醫學 １９２２．９

C380
臺灣公學校兒童ノ寄生蟲調査 特ニ蛔蟲ノ醫
學的竝ニ生物學的観察

横川 定，分島 整／
著

臺灣醫學會雑誌 第31巻第6
号

１９３２．６．２８

C381 ニ口蟲類ノ生物學的研究 横川 定／著
岡山醫學會雑誌 第336．337
号

１９１８．１．３１

C382
日本住血吸虫に関する研究 Ｔｒｙｐａｎ－ｂｌｕｅに
よる日本住血虫症の皮内反応に就て

横川 宗雄[等]／著 公衆衛生 第14巻第1号 １９５４

C383
Bephenium hydroxynapthoate(Alcpar)による鈎
虫の集団駆虫成績

横川 宗雄[等]／著 医学通信 第16年第649号 １９６１．１．１８

C384
タイ国東北部において人体に蔓延する棘口吸
虫科の一種Ｈｙｐｏｄｅｒａｅｕｍ　ｃｏｎｏｉｄｅｕｍ
(Bloch,1782)Dietz,1909について

横川 宗雄／著 寄生虫学雑誌 第14巻第2号 １９６５．４

C385
腸管寄生吸虫類に関する研究(２)千葉県下に
みられた横川吸無主，有害異形吸虫およびピ
ギジオプシスについて

横川 宗雄[等]／著 寄生虫学雑誌 第14巻第6号 １９６５．１２

C386
千葉県利根川流域の日本住血吸虫症患者の
発生およびその予防対策について

横川 宗雄[等]／著 寄生虫学雑誌 第22巻第3号 １９７３．６

C387
北海道における肺吸虫症の分布調査につい
て

横川 宗雄[等]／著 寄生虫学雑誌 第10巻第5号 １９６１．１０

C388
肺吸虫症の皮内反応に関する研究(Ⅳ)抗原の
透析及び超遠心処理

横川 宗雄，大島 智
夫／著

寄生虫学雑誌 第7巻第2号 １９５８．４

C389 本邦人の研究に成れる人體寄生蟲 吉田 貞雄／著
學友會誌 御臨幸記念号　吉
田業報 第90号

１９２９．８

C390 蛔蟲に就いての常識 吉田 貞雄／著 １９３６．１１

C391 蛔蟲研究の現状 吉田 貞雄／著
日本學術協會報告第16巻第2
号

１９４１．７

C392 蛔蟲によって起る疾患症状 吉田 貞雄／著 臨床日本醫學 第3巻第1号 １９３４．１．１０

C393 寄生蟲學の進歩 吉田 貞雄／著 植物及動物　第6巻第1－5号 １９３８

C394 20周年に際し故飯島魁先生を偲ぶ 吉田 貞雄／著 植物及動物　第9巻第7.8号 １９４１．７，８

C395 蛔蟲に関する輓近の研究に就て 吉田 貞雄／著 臨床日本醫學 第5巻第7，8号 １９３６．７，８

C396
蛔蟲卵の発育並びに孵化に関する実験的研
究　第1編 アンチホルミン処理蛔虫卵の発育
および孵化について

吉田 美彦／著
千葉医学会雑誌 第39号３，４
号

１９６３．１１

C397 VB1保有量の実態調査(その１) 吉野 芳夫[等]／著 日医大誌 第29巻第1－4号 １９６２

C398
肝吸虫(Clonorchis sinensis)の生物学的ならび
に病理学的研究(１)虫体のマウス体内におけ
る発育と運命

吉村 裕之[等]／著 寄生虫学雑誌 第21巻第3号 １９７２．６

C399
肝吸虫(Clonorchis sinensis)の生物学的ならび
に病理学的研究(２)小動物への感染実験

吉村 裕之，大森 康
正／著

寄生虫学雑誌 第21巻第4号 １９７２．８

C400
Ｐｙｒａｎｔｅｌ　ｐａｍｏａｔｅによる腸管寄生線虫類
に対する駆虫効果

吉村 裕之[等]／著 診療と新薬 第9巻第5号 １９７２．５．１

C401 肝吸虫症の実験病理学的研究 吉村 裕之／著 寄生虫学雑誌 第21巻 １９７２．４．１

C402 Ｐａｒｂｅｎｄａｚｏｌｅの犬鞭虫に対する駆虫効果 吉村 裕之[等]／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．564 １９７２．４．１
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C403 蟯虫による穿孔性化膿性虫垂炎 吉村 裕之[等]／著 日本医事新報 第ｉ2521号 １９７２．８．１９

C404 ペット(犬，猫)よりの寄生虫感染症 吉村 裕之／著 臨床検査 第17巻第2号 １９７３．２．１５

C405 秋田県でみられた広節裂頭条虫感染例
吉村 裕之，石郷岡
清基／著

日本医事新報 第2624号 １９７４．８．１０

C406

秋田県鳥海村における横川吸虫症の疫学的
研究　Ⅰ．住民の感染状況並びに中間宿主特
にウグイ(Ｔｒｉbolodon hakonensis)の横川吸虫メ
タセルカリア寄生状況について

吉村 裕之[等]／著 寄生虫学雑誌 第21巻第6号 １９７２．１２

C407 我が国におけるイヌ糸状虫感染症 吉村 裕之／著
MINOPHAGEN MEDICAL
REVIEW 第30巻

１９８５．５

C408
日本住血吸虫の発見に寄与した金大三教授
の業績

吉村 裕之／著 日本医事新報 第3260号 １９８６．１０．１８

C409 駆蟲藥と其用法 與世里 盛夫／著 大阪醫事新誌

C410
アンチモン劑(子オスチブナール)ニ依ル犬フィ
ラリア症治療實験

和田 馨／著 實験醫學雑誌 第１１巻第７号 １９２７．７．２０

C411
Ｓｏｄｉｕｍ　Ａｍｙｔａｌ　頸動脈注射の臨床實験的
観察

和田 淳／著 醫學と生物學 第１４巻第４号 １９４９．４．１０

C412
日本住血吸蟲ノ感染時ニ於ケル皮膚ノ變化ニ
就テ 第一～五編

渡會 次郎／著 實験醫學雑誌 第19巻第8号 １９３５．８．２０

C413
虫垂内蟯虫による臨床的竝びに病理組織学
的研究

和田 行一／著 日医大誌 第23巻第10号 １９５６

C414 肝蛭とヒト感染 渡辺 昇蔵／著 医学のあゆみ 第61巻第5号 １９６７．４．２９

C415 肺臓「ヂストマ」ニ関スル研究(其ノ１) 渡邊 眞澄／著
岡山醫學會雑誌 第46巻第7
号

１９３４．７．３１

C416
小動物の疾患にたいするKanacillinの応用試
験

有沢 道弥，鍵山 禎
吉／著

獣医畜産新報 Ｎｏ．４１３ １９６５．１２．１５

C417 寄生蟲と其の駆除 磯部 美知／著

C418
水田内におけるミヤイリガイ個体群の生態学
的研究

伊藤 洋一／著 寄生虫学雑誌 第１９巻第５号 １９７０．１０

C419 日本住血吸蟲發見の礎石 岩田 正俊／著 臨床醫報 第５６８号 １９４２．１．１０

C420
日本住血吸虫に関する実験並に小学生徒糞
便寄生虫卵検査成績及其寓主児童に及ぼす
障碍程度調査成績報告

宇木 碵太郎／著

C421 「ヂストマ」病患者病暦及ヒ培観紀事 大谷 周庵／著 東京醫學會雑誌 第8.9号

C422 「ヂストマ」患者病暦續報 大谷 周庵／著 東京醫學會雑誌 第2巻第6号

C423
綜説 日本住血吸虫―教室の業績を中心とし
て―

岡部 浩洋／著 久留米医学会雑誌 第38巻 １９７５．１２

C424 日本住血吸蟲ノ發育ニ就テノ研究
桂田 富士郎，長谷
川 恒治／著

岡山醫學會雑誌 第235号 １９０９．８．３１

C425 日本住血吸蟲論補遺第一 桂田 富士郎／述 東京醫事新誌 第1381号

C426
山梨外數縣下ニ於ケル一種ノ寄生蟲病ノ病原
確定

桂田 富士郎／述 東京醫事新誌 第1371号 １９０４

C427 寄生蟲病絶滅策
桂田 富士郎[等]／
著

日本醫事新報 第876号 １９３９・６

C428 腫瘍ノ原因追加 金森 辰次郎／述 東京醫學會雑誌 第2巻第2号

C429 佐賀県下奇病原因発見記事 栗本 東明／著 研瑤会雑誌 第1号 １８９２．７
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C430 新寄生虫卵に就て 栗本 東明／著 研瑤会雑誌 第７号 １８９３．１２

C431 佐賀県下奇病原因発見記事 栗本 東明／著
東京醫學會雑誌 第6巻第12
号

C432 山梨縣ノ地方病ナル肝脾肥大ニ就テ 栗本 東明／著 東京醫學會雑誌 第1344号 １９０４．２．６

C433 日本住血吸蟲ノ佐賀縣下ニ於ケル関係ニ就テ 桂田 富士郎／述 東京醫事新誌 第1180号 １９０４

C434 新寄生蟲卵ニ就テ 栗本 東明／著
東京醫學會雑誌　第7巻第22
号

１８９３

C435
フィリッピン並に台湾における日本住血吸虫病
の現況について

佐野 基人／著 獣医畜産新報 Ｎｏ．479 １９６８．９．１５

C436 肺「デイストマ」蟲卵ニ因スル病變ノ一例 鈴木 立男／述 東京醫事新誌 第916号 １８９５．１０．１９

C437
日本住血吸虫症の小児身体発育に及ぼす影
響に関する研究

重松 勝／著
久留米医学会雑誌　第14.15
巻

１９５１，１２

C438 朝鮮ニ関係アル軟體動物文献目録 芝 昇／著 朝鮮博物學會雑誌 第18号 １９３４．６．３０

C439
トリパノゾーマに對するアンチモンコロイドの殺
蟲効果に関する小實験

清水 重矢／著 綜合獣醫學雑誌 第2年第3号 １９４５．５．２０

C440
ネオスチブナール(アルカリ性ニセル吐酒石)ニ
ヨル實験的肝臓ヂストマ症ノ治療研究ニ就テ

白井 光次／著
研究業績報告大正15年度第2
号

１９２６

C441 日本住血吸蟲症ニ関スル知見補遺 田中 修二／著
新潟醫科大學病理學教室研
究報告 第９輯

１９２９．９

C442
山梨縣下地方病、所謂肝脾肥大症ノ調査報告
①

土屋 岩保，遠山 景
精／著

東京醫學會雑誌　第19巻第3
号

１９０５．２．５

C443 　　　〃　　　　　　　　　　　　②
土屋 岩保，遠山 景
精／著

東京醫學會雑誌　第19巻第3
号

１９０５．２．５

C444 　　　〃　　　　　　　　　　　　③
土屋 岩保，遠山 景
精／著

東京醫學會雑誌　第19巻第4
号

C445 　　　〃　　　　　　　　　　　　④
土屋 岩保，遠山 景
精／著

東京醫學會雑誌　第19巻第5
号

C446 山梨縣下ノ地方病所謂肝脾臓肥大症ニ就テ 土屋 岩保／述 東京醫事新誌 第1375号 １９０４

C447
フィラリヤによる家畜の皮肤疾患に関するシン
ポジウム(第42回日本獣医学会)

中村 良一[等]／著 日本獣医学雑誌 第18巻 １９５６

C448 山梨縣地方病肝脾肥大症研究 新妻 由五郎／述 中外醫事新報 第536号 １９０２

C449 肝臓ヂストマ病發見報告 福島 守雄／著
東京醫學會雑誌　第6巻第11
号

１８９２

C450 日本住血吸蟲病豫防法
藤波 鑑，末安 吉雄
／著

日新醫學 第９年第3.4号 １９１９．１１，１２

C451 佐賀縣下奇病々状 中外醫事新報 第225－227号 １８８９．８．１０

C452 虫卵ニ起因スル肝硬變ノ一奇症 馬島 永徳／著
東京學會雑誌 第2巻第16・17
号

１８８８

C453
本會雑誌第19巻第3号ヨリ第5号ニ掲載セル土
屋遠山両學士ノ山梨縣下地方病調査報告ニ
付記ス

三浦 謹之助／著 東京學會雑誌 第19巻第10号 １９０５．６．５

C454
三重縣下ニ於ケル「肝臓ヂストマ」ノ蔓延状態
ニ就テ

三重縣衛生課
中央醫學會雑誌 第28巻第5
号

１９２１．９．３０

C455 山梨縣下地方病ノ症候ニ就テ 三神  三郎／述 東京醫事新誌 第1377号 １９０４

C456 鼠血清に試みたＷ．Ｆ．Ｒ．の成績に就て 宮田 彛徳[等]／著
神戸市立衛生研究所調査研
究報告 第11号

１９５２．１０

C457
栗本金森二氏の所謂新寄生蟲卵に属する一
例を述べて山梨縣地方病に及ぶ

村上 庄太／著 東京醫事新誌 第1252号 １９０２

C458 肝硬變之一例 山極 勝三郎／著
東京醫學會雑誌　第5巻第7
号

１８９１
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C459 ヂストマ病研究報告
山極 勝三郎，井上
善次郎／著

東京醫學會雑誌　第4巻第１8
号

C460 寄生蟲に對スル組織之反應第弐 山極 勝三郎／著
東京醫學會雑誌　第4巻第22
号

１８９０

C461
ＡＮＴＨＥＬＭＩＮＴＩＣ　ＥＦＦＥＣＴ　ＯＦ　ＤＩＴＨＩＡＺ
ＡＮＩＮＥ　ＩＯＤＩＤＥ　ＯＮ　ＳＷＩＮＥ　ＬＵＮＧＷＯ
ＲＭＳ

ＭＩＮＯＲＵ　ＡＫＵＳ
ＡＷＡ

ＴＨＥ　ＫＵＲＵＭＥ　ＭＥＤＩＣＡ
Ｌ　ＪＯＵＲＮＡＬ　Ｖｏｌ．１５，Ｎ
ｏ．１

１９６８

C462

Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ｌａｒｖａｌ
ａｎｄ　Ａｄｕｌｔ　Ｌｕｎｇ　Ｆｌｉｋｅ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｐｈｉｌｉｐｐｉ
ｎｅｓ，ｗｉｔｈ　ａ　Ｐｒｏｐｏｓｉｔｉｏｎ　of　New
Name，Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｎｓｉｓ　ｎ．
Ｓｐ．

ＪＩＲＯ　ＩＴＯ
Ｊaｐ.Ｐａｄａｓｉｔ，Ｖｏｌ．２７ Ｎｏ．
２

１９７８

C463
Ｏｎｅ　ｍｏｒｅ　ｃａｓｅ　ｏｆ　ｈｕｍａｎ　ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ
ｗｉｔｈ　Ｄｉｐｌｏｇｏｎｏｐａｒｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ

Ａｔｓｕｏ　Ｉｃｈｉｈａｒａ １９６８

C464
ＡＮＴＩＧＥＮＩＣ　ＳＵＢＳＴＡＮＣＥ　ＩＮ　ＵＲＩＮＥ
ＯＦ　ＲＡＢＢＩＴＳ　ＩＮＦＥＣＴＥＤ　ＷＩＴＨ　ＳＣＨＩ
ＳＴＯＳＯＭＡ　ＪＡＰＯＮＩＣＵＭ

ＫＯＹＯ　ＯＫＡＢＥ

SECOND INTERNATIONAL
CONGRESS OF
PARASITOLOGY COLLOQUIUM
ON IMMUNODIAGNOSIS

１９７０

C465
ＤＩＳＣＩＶＥＲＹ ＯＦ　Ａ　ＣＡＳＥ　ＯＦ　ＴＲＩＣＨＩＮ
ＯＳＩＳ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

Ｍａｓａｓｈｉ　Ｏｈｂａｙ
ａｓｈｉ

THE JAPANESE JOURNAL
OF ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ　ＲＥＳＥＡ
ＲＣＨ　Ｖｏｌ．５，Ｎｏ．２

１９５７．６

C466

GRYPORHYNCHUS NYCTICORACIS
YAMAGCHI,1956 AND APHARYNGOSTRIGEA
ARDEOLINA VIDYARTHI,1937 FROM ARDEA
CINEREA JOUYI CLARK

Masashi Ohbayashi
THE JAPANESE JOURNAL
OF ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ　ＲＥＳＥＡ
ＲＣＨ　Ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．1

１９６７．３

C467 STUDIWS ON ECHINOCOCCOSIS XVⅡ Masashi Ohbayashi
THE JAPANESE JOURNAL
OF ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ　ＲＥＳＥＡ
ＲＣＨ　Ｖｏｌ．１４，Ｎｏ．１、2

１９６６．６

C468

ON SPICULOPTERAGIA YAMASHITAI
N.SP.AND RINADIA JAPONICA N.SP FROM
THE YESO ISLAND DEER CERVUS NIPPON
YESOENSIS

Masashi Ohbayashi
THE JAPANESE JOURNAL
OF ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ　ＲＥＳＥＡ
ＲＣＨ　Ｖｏｌ．１４，Ｎｏ．3.4

１９６６．１２

C469
Ａ　ＣＡＳＥ　ＯＦ　ＣＡＲＤＩＡＣ　ＭＵＬＴＩＬＯＣＵＬ
ＡＲ　ＥＣＨＩＮＯＣＯＣＣＯＳＩＳ　ＩＮ　Ａ　 ＧＥＲＢＩ
Ｌ

Ｍｉｙｏｊｉ　Ｏｒｉｈａｒａ
THE JAPANESE JOURNAL
OF ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ　ＲＥＳＥＡ
ＲＣＨ　Ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．２

１９６７．６

C470 STUDIＥS ON ECHINOCOCCOSIS XＩＸ Masashi Ohbayashi
THE JAPANESE JOURNAL
OF ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ　ＲＥＳＥＡ
ＲＣＨ　Ｖｏｌ．１５，Ｎｏ．２

１９６７．６

C471
Ｎａｔｕｒａｌ　Ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｐａｒｇａｎｕｍ　Ｍａｎ
ｓｏｎｉ　ｉｎ　Ｃａｔｓ　Ｃａｐｔｕｒｅｄ　ｉｎ　Ｈｙｏｇｏ　Ｐｒｅ
ｆｅｃｔｕｒｅ，Ｊａｐａｎ

ＳＨＯＪＩ　ＵＧＡ
ＪＰＮ．Ｊ．Ｐａｒａｓｉｔｏｌ．　Ｖｏｌ．３
５，Ｎｏ．３

１９８６．６

C472
Ｐｒｅｖｅｎｔｉｖｅ　Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ＳＤＤＳ　ａｇａｉｎｓｔ　Ｔ
ｏｘｐｌａｓｍｏｓｉｓ　ｉｎ　Ｓｗｉｎｅ　ｗｉｔｈ　Ｒｅｐｅａｔｅｄ
Ｉｎｏｃｕｌａｔｉｏｎｓ　Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ　Ｃｙｓｔｓ

ＳＡＴＯＳＨＩ　ＯＨＳ
ＨＩＭＡ

Ｊａｐａｎｅｎｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐ
ａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ　Ｖｏｌ．２０，Ｎｏ．
１

１９７１

C473
THE DEVELOPMENT OF THE JAPANESE
BLOOD-FLUKE,SCHISTOSOMA JAPONICUM
KATSURADA,IN ITS FINAL HOST

WILLIAM W.CORT
THE AMERICAN JOURNAL
OF HYGIENE Vol.1,No.1

１９２１．１

C474

Ｔｈｅ　ｖａｌｕｅ　ｏｆ　ｅｘｔｅｒｎａｌ　ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ　ｉｎ
ｔｈｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｌａｒｖａｌ　ａｎｉｓａｋｉｄ　ｎ
ｅｍａｔｏｄｅｓ：ａ　ｓｃａｎｎｉｎｇ　ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｍｉｃｒｏ
ｓｃｏｐｅ　ｓｔｕｄｙ

Ｍｉｒａｎｉ　Ｖ．Ｗｅｅｒａ
ｓｏｏｒｉｙａ

Ｚ　Ｐａｒａｓｉｔｅｎｋｕｎｄｅ　７２ １９８６

C475
OBSERVATIONS ON THE LIFE CYCLE OF
GNATHOSTOMA SPINGERUM

Candio M.AFRICA
THE PHILIPPINE JOURNAL
OF SCIENCE Vol.59,No.4

１９３６．４
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C476

THE REACTION PRODUCT WHICH INHIBITS
REPRODUCTION OF THE TRYPANOSOMES
IN INFECTIONS WITH TRYPANOSOMA
LEWISI,WITH SPECIAL REFERENCE TO ITS
CHANGES IN TITER THROUGHOUT THE
COURSE OF THE INFECTION

FRANCES
A.COVENTRY

THE AMERICAN JOURNAL
OF HYGIENE Vol.1,No.2

１９２５．３

C477
ＳＴＵＤＩＥＳ　ＯＮ　ＴＨＥ　ＡＣＣＥＳＳＯＲＹ　ＦＡ
ＣＴＯＲ　ＦＯＲ　ＴＯＸＯＰＬＡＳＭＡ　ＤＹＥ　ＴＥＳ
Ｔ
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Ｓ　ＩＮ　ＨＯＫＫＡＩＤＯ　Ⅴ

Ｒｙｏｉｃｈｉ　Ｎａｋａｍｕ
ｒａ

Ｔｈｅ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ
ｏｆ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｒｅｓｅａｃｈ
Ｖｏｌ．５　Ｎｏ．３

１９５７．９

C509
ＳＴＵＤＩＥＳ　ＯＮ　”ＫＡＳＥＮ”　ＯＦ　ＨＯＲＳＥ
Ｓ　ＩＮ　ＨＯＫＫＡＩＤＯ　Ⅵ

Ｒｙｏｉｃｈｉ　Ｎａｋａｍｕ
ｒａ

Ｔｈｅ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ
ｏｆ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｒｅｓｅａｃｈ
Ｖｏｌ．６　Ｎｏ．３

１９５８．９
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C510

ＥＸＰＲＩＭＥＮＴＡＬ　ＳＴＵＤＩＥＳ　ＯＮ　ＴＨＥ　Ｔ
ＲＥＡＴＭＥＮＴ　ＯＦ　ＳＣＨＩＳＴＯＳＯＭＩＡＳＩＳ
ＪＡＰＯＮＩＣＡ　ＷＩＴＨ　ＴＡＲＴＡＲ　ＥＭＥＴＩＣ．
ＣＬＩＮＩＣＡＬ　ＯＢＳＥＲＶＡＴＩＯＮ，ＨＩＳＴＯＬＯＧ
ＩＣＡＬ　INVESTIGATION　AND
PATHOLOGICAL CHANGES ON ANIMAL
INTOXICATED WITH TARTAR EMETIC.

ＭＩＣＨＩＴＯＭＯ　ＮＩ
ＳＨＩ

ＴＨＥ　ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴ　ＩＮ
ＳＴＩＴＵＥ　ＦＯＲ　ＩＮＦＥＣＴＩＯ
ＵＳ　ＤＩＳＥＡＳＥＳ　Ｖｏｌ．１１

１９２３

C511
Ｕｅｂｅｒ　ｅｉｎｉｇｅ　ｎｅｕｅ　Ｐａｒａｓｉｔｅｎ　ｄｅｓ　Ｍｅ
ｎｓｃｈｅｎ

Ｅ．Ｂａｅｌｚ
ＢＥＲＬＩＮＥＲ　ＫＬＩＮＩＳＣＨＥ
ＷＯＣＨＥＮＳＣＨＲＩＦＴ　Ｎｏ．
１６

１８８３

C512
Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｇｅｎｕｓ　Ｇｉａｒｄｉａ　ｆｒｏｍ
Ｓｍａｌｌ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ａｎｉｍａｌｓ　Ⅰ

Ｍａｓａｓｈｉ　Ｈｉｙａｍ
ａ

日本獣医畜産大学研究報告
第３０号

１９８１．１２

C513
ＣＨＥＣＫ　ＬＩＳＴ　ＰＡＲＡＳＩＴＩＣ　ＨＥＬＭＩＮＴＨ
Ｓ　ＯＦ　ＡＮＩＭＡＬＳ　ＡＮＤ　ＭＡＮ　ＩＮ　ＣＨＩＮ
Ａ

Ｈ．Ｆ．Ｈｓｕ
ＴＨＥ　ＣＨＩＮＥＳＥ　ＭＥＤＩＣＡ
Ｌ　ＪＯＵＲＮＡＬ　ＳＵＰＰＬＥＭ
ＥＮＴ　Ⅰ

１９３６

C514

Ｔｈｅ　Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｍｉｒａｃｉｄｉａ　ｏｆ　Ｓ
ｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ　Ｊａｐｏｎｉｃｕｍ　ａｎｄ　Ｓ．Ｈｅａｍ
ａｔｏｂｉｕｍ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｐｒｅｓｅｎｃｅ　ｏｂ　Ｔｈｅｉｒ
Intermediate　Hosts

ＥＲＮＥＳＴ　ＣＡＰＰ
ＯＬＬ　ＦＡＵＳＴ

Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ
Ｖｏｌ．１０

１９２４．６

C515
Ａｎ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｍｏｌｌｕｓｃｉｃｉｄal
Activity　of　B-2　and　Some　Other
Chemicals　against　Oncomelania　quadrasi

YUKIO HOSAKA
ＪＰＮ．Ｊ．Ｐａｒａｓｉｔ．　Ｖｏｌ．３
３，Ｎｏ．１

１９８４．２

C516
A NEW METHOD FOR THE CULTIVATION
ON ANAEROBIC BACILLI WITH CYSTEINE IN
MEDIA

SEIGO HOSOYA
The Japan Medical World
Vol.5 No.4

１９２６．４．１５

C517
THE JUVENILE FROM OF
CENTRORHYNCHUS ELONGATUM
YAMAGUCHI,1935

Masaaki MACHIDA
The Japanese Journal of
Veterinary Research Vol.13
No.3

１９６５．９

C518
THE IN VITRO EFFECT OF IMMUNE SERUM
UPON TRICHINELLA SPIRALIS LARVAE

EVELYN ABRAMS
MAUSS

THE AMERICAN JOURNAL
OF HYGIENE Vol.32 No.2

１９４０．９

C519
DER ZWISCHENWIRT DES SCHISTOSOMUM
JAPONICUM KATSURADA

K.MIYAIRI １９１４

C520
IS FRAMBCESIA TROPICA A NOSOLOGIC
ENTITY?

ISAO MIYAO
THE PHILIPPINE JOURNAL
OF SCIENCE Vol.43,No.3

１９３０．１１

C521

Uber die Veranderungen der Eier des
Schistosomum japonicum unter den
Einwirkungen verschiedener physikalischen
und chemischen Agenzien und uber einige
prophylaktische Massregeln der
Schistosomiasis

Yoneji Miyagawa １９１６

C522
PROGRESS OF MEDICAL PARASITOLOGY
IN JAPAN volume 1

Kaoru MORISHITA
MEGURO
PARASITOLOGICAL
MUSEUM

１９６４

C523

Ｔｈｅ　ｆｌａｍｅ　ｃｅｌｌ　ｐａｔｔｅｒｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｅｔａｃ
ｅｒｃａｒｉａ　ｏｆ　Ｐｓｅｕｄｏｇａｌａｃｔｏｓｏｍａ　ｍａｃｒｏ
ｓｔｏｍａ　ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ，１９４２(Ｈｅｔ
erophyidae)

MEGURO
PARASITOLOGICAL
MUSEUM　Ｎｏ．５

１９７１

C524
Ｏｐａｌｉｎａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ　ｓｐ．Ｎｏｖ．(Ｐｒｏｔｏｚｏ
ａ，Ｃｉｌｉａｔａ)

Ｒｙｏｚｏ　ＹＡＧＩＵ
ＪＯＵＲＮＡＬ　ＯＦ　ＳＣＩＥＮＣＥ
ＯＦ　ＴＨＥ　ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ　Ｕ
ＮＩＶＥＲＳＩＴＹ　Ｖｏｌ．７

１９３９．４

C525

ＩＮ　ＶＩＴＲＯ　ＣＵＬＴＩＶＡＴＩＯＮ　ＯＦ　ＴＨＥ　Ｈ
ＥＴＥＲＯＰＨＩＤ　ＴＲＥＭＡＴＯＤＥ，ＭＥＴＡＧＯＮ
ＩＭＵＳ　ＹＯＫＯＧＡＷＡＩ，ＦＲＯＭ　ＴＨＥ　ＭＥＴ
ＡＣＥＲＣＡＲＩＴＡ　ＴＯ　ADULT

ＫＡＺＵＯ　ＹＡＳＵＲ
ＡＯＫＡ

Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍ
ｅｄｉｃａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ＆Ｂｉｏｌｏｇｙ
Ｖｏｌ．２３　Ｎｏ．３

１９７０．６
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C526

ＥＦＦＥＣＴＳ　ＯＦ　ＴＥＭＰＡＲＡＴＵＲＥ　ＯＮ　Ｔ
ＨＥ　ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ　ＯＦ　ＥＧＧＳ　ＯＦ
ＮＥＭＡＴＯＳＰＩＲＯＩＤＥＳ　ＤＵＢＩＵＳ　ＵＮＤＥ
Ｒ　ＡＸＷＮＩＣ　ＣＯＮＤＩＴＩＯＮＳ　ＲＥＬＡＴＩＶＥ
ＴＯ　ＩＮ　ＶＩＴＲＯ　ＣＵＬＴＩＶＡＴＩＯＮ

ＫＡＺＵＯ　ＹＡＳＵＲ
ＡＯＫＡ

Ｔｈｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐａｒａｓａｔ
ｏｌｏｇｙ　Ｖｏｌ．５５　Ｎｏ．１

１９６９．２

C527
Ａ　Ｎｅｗ　Ｔａｐｅｗｏｒｍ(Ｏｏｃｈｏｒｉｓｔｉｃａ　ｒａｔｔｉ)of
the Family Anoplocephalidae from Rattus
rattus and R.r.alexandrinus

Satyu YAMAHUTI
JAPANESE JOURNAL OF
ZOOLOGY Vol.7 No.3

１９３７

C528
ＳＴＵＤＩＥＳ　ＯＮ　”ＫＡＳＥＮ”　ＯＦ　ＨＯＲＳＥ
Ｓ　ＩＮ　ＨＯＫＫＡＩＤＯ　Ⅳ

Ｊｉｒｏ　Ｙａｍａｓｈｉｔａ
Ｔｈｅ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ
ｏｆ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｒｅｓｅａｃｈ
Ｖｏｌ．５　Ｎｏ．３

１９５７．９

C529

AN EXPERIMENTAL STUDY ON TWENTY-
FOUR SPECIES OF JAPANESE
MOSQUITOES REGARDING THEIR
SUITABILOTY AS INTERMEDIATE HOSTS
FOR FILARIA BANCROFTI COBBOLD

SHINICHIRO
YAMADA

THE GOVERNMENT
INSTITUTE FOR
INFECTIOUS DISEASES
Vol.6

１９２７

C530 Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ａｎｄ　Ｐａｒａｇｏｎｉｍｉａｓｉｓ
Ｓａｄａｍｕ　Ｙｏｋｏｇ
ａｗａ

ＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬ　ＰＡＲＡＳ
ＩＴＯＬＯＧＹ　Ｖｏｌ．１０　Ｎｏ．
１、２

１９６０

C531
ＰＲＥＳＥＮＴ　ＳＴＡＴＵＳ　ＯＦ　ＲＥＳＥＡＲＣＨ
ＡＣＴＩＶＩＴＩＥＳ　ＩＮ　ＴＨＥ　ＦＩＥＬＤ　ＯＦ　ＰＡＲ
ＡＳＩＴＯＬＯＧＹ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

ＭＵＮＥＯ　ＹＯＫＯ
ＧＡＷＡ

１９６２

C532

ＩＭＭＵＮＯＬＯＧＩＣＡＬ　ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ　ＡＳ　Ｓ
ＣＲＥＥＮＩＮＧ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＰＡＲＡＧＯ
ＮＩＭＩＡＳＩＳ　ＩＮ　ＴＨＥ　ＥＮＤＥＭＩＣ　ＡＲＥＡ
ＯＦ　ＰＡＲＡＧＯＮＩＭＩＡＳＩＳ

ＭＵＮＥＯ　ＹＯＫＯ
ＧＡＷＡ

１９６２

C533
ＡＮＩＳＡＫＩＳ－ＬＩＫＥ　ＬＡＲＶＡＥ　ＣＡＵＳＩＮＧ
ＥＯＳＩＮＯＰＨＩＬＩＣ　ＧＲＡＮＵＬＯＭＡＴＡ　ＩＮ　Ｔ
ＨＥ　ＳＴＯＭＡＣＨ　ＯＦ　ＭＡＮ

ＭＵＮＥＯ　ＹＯＫＯ
ＧＡＷＡ

ＡＭＥＲＩＣＡＮ　ＪＯＵＲＮＡＬ
ＯＦ　ＴＲＯＰＩＣＡＬ　ＭＥＤＩＣＩＮ
Ｅ　ＡＮＤ　ＨＹＧＩＥＮＥ　Ｖｏｌ．１
４　Ｎｏ．５

１９６５

C534
Ｓｏｍｅ　Ｎｏｔｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｅｎｃｙｓｔｅｄ　Ｌａｒｖａ
ｏｆ　ｔｈｅ　Ｌｕｎｇ　Ｄｉｓｔｏｍｅ

ＳＡＤＡＯ　ＹＯＳＨＩ
ＤＡ

Ｊｐｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐａｄａｓｉｔｏｌｏｇｙ
Ｖｏｌ．２

１９１６．６

C535

ＯＮ　ＴＨＥ　ＴＲＥＭＡＴＯＤＡ　ＳＰＥＣＩＥＳ　ＰＨ
ＯＣＩＴＲＥＭＡ　ＦＵＳＩＦＯＲＭＥ　ＧＯＴＯ　ＡＮＤ
ＯＺＡＫＩ，１９３０　ＡＮＤ　ＣＲＹＰＨＯＣＯＴＹＬＥ
ＬＩＮＧＵＡ

Ｋｅｎｔａｒｏ　ＹＯＳＨＩ
ＭＵＲＡ

Ｔｈｅ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ
ｏｆ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ
Ｖｏｌ．１３　Ｎｏ．２

１９６５．６

C536

Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｍｏｄｅ　ｏｆ　Ｓｐｒｅａ
ｄ　ａｎｄ　Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｖｅｓｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｉｎｔ
ｅｓｔｉｎａｌ　Ｂｉｌｈａｚｉｏｓｉｓ　ｉｎ　Ｅｇｙｐｔ　ｗｉｔｈ　ａｄｄｉ
ｔｉｏｎｓ　ｔｏ　Ａｕｇｕｓｔ，1916

ＲＯＢＥＲＴ　Ｔ．ＬＥＩ
ＰＥＲ

ＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧＳ　ＯＦ　ＴＨ
Ｅ　ＲＯＹＡＬ　ＳＯＣＩＥＴＹ　ＯＦ
ＭＥＤＩＣＩＮＥ［　Ｖｏｌ．４

１９１６

C537 Ｆａｓｃｉｏｌｉａｓｉｓ　ｏｆ　Ｒｕｍｉｎａｎｔｓ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ Ｓ．ＷＡＴＡＮＡＢＥ
ＪＡＰＡＮ　ＡＧＲＩＣＵＬＴＵＲＡＬ
ＲＥＳＥＡＣＨ　ＱＵＡＲＴＥＲＬＹ
Ｖｏｌ．２　Ｎｏ．２

１９６７

C538

Ａ　Ｓｕｒｖｅｙ　ｏｎ　Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｃｉｅｎｓｉｓ　ａｎ
ｄ　ｓｏｍｅ　ｏｔｈｅｒ　ｓｐｅｃｉｅｓ　ｏｆ　ｍｅｔａｃｅｒｃａｒｉ
ａｃ　ｉｎ　ｆｒｅｓｈ　ｗａｔｅｒ　ｆｉｓｈｅｓ　from　Lake
Izu-numa,Miyagi Prefecture

MEGURO
PARASITOLOGICAL
MUSEUM　Ｎｏ．５

１９７１．６

C539 腸管鉄吸収 吉野　芳夫/著 医学のあゆみ 第48巻第10号 １９６４．３．７

C540
蟲卵ニ因スル繊維結核様新生物發見紀事偶
然脚気病屍ニ就キ發見セル者

三浦 守治/著 東京醫學會雑誌 第1巻第8号 １８８７

C541 貯蔵鉄のturnover 吉野　芳夫/著 医学のあゆみ 　おぼえがき

C542 十二指腸蟲病病理 稗田　憲太郎/述 日新医学　第16年

C543 家畜の寄生虫病とその問題点(１)～(１４) 渡辺　昇蔵/著
畜産の研究 第14巻第2号～
第15巻第4号

１９６０～１９６１
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Ｄ１ 第10回　日本熱帯医学会総会プログラム １９６８．１１

Ｄ２ 第20回　日本熱帯医学会総会プログラム １９７８

Ｄ３
実験動物と獣医学に関する懇話会　話題趣旨
(共催：第66回日本獣医学会，日本学術実験動
物研究連絡委員会)

北海道大学獣医学部 １９６８．８

Ｄ４
第13回 東南アジア地域熱帯医学及び公衆衛
生セミナー　ご案内

日本熱帯医学協会 １９７９．６

Ｄ５
第12回 日本アレルギー学会総会
「シンポジアム」皮膚反応

Ｄ６ 第40回 日本寄生虫学会大会 １９７１．４

Ｄ７
日本寄生虫学会第24回西日本支部大会　プロ
グラム

１９６８．１１

Ｄ８
第29回日本寄生虫学会西日本支部大会　プロ
グラム

京都府立医科大学医動
物学教室

１９７３

Ｄ９
第39回日本寄生虫学会西日本支部大会　プロ
グラム・要旨

大阪府立大学農学部家
畜内科学教室

１９７４

Ｄ１０ 第11回北日本寄生虫学会講演要旨(１) １９６５

Ｄ１１
第16回日本寄生虫学会北日本支部大会　プロ
グラム

札幌医科大学第1外科
教室

１９６９

Ｄ１２
第19回日本寄生虫学会北日本支部大会　プロ
グラム・要旨

日本寄生虫学会北日本
支部

１９７２

Ｄ１３
第20回日本寄生虫学会北日本支部大会　プロ
グラム・要旨

日本寄生虫学会北日本
支部

１９７３

Ｄ１４
第21回日本寄生虫学会・日本衛生動物学会北
日本支部合同大会　プログラム

日本寄生虫学会・日本
衛生動物学会北日本支
部

１９７４

Ｄ１５
第1回ー第16回日本寄生虫学会，第1回ー第31
回日本衛生動物学会　南日本支部大会演題総
目録

日本寄生虫学会・日本
衛生動物学会南日本支
部

１９６５

Ｄ１６
第25回日本寄生虫学会南日本支部大会・第22
回日本衛生動物学会南日本支部大会　プログ
ラム

日本寄生虫学会・日本
衛生動物学会南日本支
部

１９７２

Ｄ１７
第26回日本寄生虫学会南日本支部大会・第23
回日本衛生動物学会南日本支部大会　プログ
ラム

日本寄生虫学会・日本
衛生動物学会南日本支
部

１９７３

Ｄ１８ 第15回日本寄生虫学会東日本支部大会 日本寄生虫学会 １９５５

Ｄ１９ 第18回日本寄生虫学会東日本支部大会
新潟大学医学部医動物
学教室

１９５８

Ｄ２０
第29回日本寄生虫学会東日本支部大会　プロ
グラム

１９６９

Ｄ２１
第32回日本寄生虫学会東日本支部大会　口演
要旨

１９７２

Ｄ２２
第33回日本寄生虫学会東日本支部大会　口演
要旨

１９７３

Ｄ２３ 第34回日本寄生虫学会東日本支部大会 １９７４

Ｄ２４
第35回日本寄生虫学会東日本支部大会　口演
要旨

１９７５

Ｄ２５
第36回日本寄生虫学会東日本支部大会　プロ
グラム・口演要旨

１９７６

片山病関係≪Ｄその他≫
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Ｎｏ 書名 編著者 出版社等 出版年

片山病関係≪Ｄその他≫

Ｄ２６ 座談會　満州の寄生蟲に就て 久保　道夫[等]/談 １９４３

Ｄ２７ 決定された和名案 １９６２

Ｄ２８ 寄生虫生理化学研究会会員名簿

Ｄ２９
宿題報告(第47回日本内科医學會總會報告
鉤蟲症の臨床

北山　加一郎/著 １９５０

Ｄ３０ 寄生虫予防(新聞) 日本寄生虫予防会 １９６７．４

Ｄ３１
昭和十年中ニ於ケル人體寄生蟲保有者検査
並ニ駆除ニ関スル調(表)

内務省衛生局 １９３６．４
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Ｎｏ 書名 著者 年 備考

E1 寄生虫病学持論　回虫病論 清水　重矢 黒色のバインダー

E2 医動物学　授業用ノート 清水　重矢 緑色のバインダー

E3 医動物学　授業用ノート 清水　重矢 茶色のバインダー

E4 Ｍｅｍｏｒａｎｄｕｍ　Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ　１９５６ 清水　重矢 １９５６ 大学ノート

E5 Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ　Ⅰ 清水　重矢 １９５９ 　　　〃

E6 Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ　Ⅱ 清水　重矢 １９５９ 　　　〃

E7 備忘録 清水　重矢 １９６２ 　　　〃

E8 Ｓｃｈｉｓｔｏｍｏｓｉａｓｉｓ 清水　重矢 １９６２ 　　　〃

E9 Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｐａｅａｓｉｔｏｌｏｇ 清水　重矢 １９６２ 　　　〃

E10 Ｍｅｍｏｒａｎｄｕｍ　１９６４ 清水　重矢 １９６４ 　　　〃

E11 大学院研究生　大学院生　１９６７．４ 清水　重矢 １９６７ 　　　〃

E12 Ｍｅｍｏｒａｎｄｕｍ　(関係論文目録) 清水　重矢 　　　〃

E13 寄生虫卵の大きさ　他 清水　重矢 原稿用紙

E14 医動物学総論 清水　重矢 　　　〃

E15 爪垢、手指からの寄生虫卵検出成績 清水　重矢 　　　〃

E16
妖化ジチアザミンによる鞭虫の駆除効果につ
いて　Ⅰ　犬鞭虫の駆除試験

　　　〃

E17
食品衛生事典別巻
(表紙には上の記載があるが，中は色々な項
目がある)

１９７２ 　　　〃

E18 (犬)回虫代謝物質の抗原性に関する研究 清水　重矢 　　　〃

E19
卒業論文
山梨県に於ける日本住血吸虫症の防遏に関
する研究

保坂　幸男 　　　〃

E20 飼育液中の含Ｎ物についての実験　ほか

E21 Ｍａｌａｒｉａ　Ｈｕｍａｎ　Ｐｒｏｔｏｚｏｏｌｏｇｙ　他 清水　重矢

E22 Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｍｕｔａｎｓ 清水　重矢 原稿用紙

E23 Ｇｅｎ．Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ 清水　重矢 　　　〃

E24
「糸状虫免疫に関する基礎的研究(小山 二三
人/著)」とその評価

清水　重矢 　　　〃

E25
内地に■殖したカムルチー稚魚■
(水産研究誌あ第34巻 第11号　1939)

中村　宇■/著 １９３９ 写

E26
第1回日本連合医学会の内科部の席上演説
したる

１９６０

片山病関係≪E手書き資料≫
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片山病関係≪E手書き資料≫

E27 佐賀県下奇病病状ニ就テノ報告 堀内　篤蔵/著 １８８９ 原稿用紙

E28
廣汎なる小腸切除並ニ邦人生体ニ於ケル小
腸ノ長サニ就テ

渡辺　保/著 １９２１ 　　　〃

E29 マンソン裂頭条虫の抗原性に関する研究 中村　正子/著

E30 猫の寄生虫について(問い合わせの手紙) 松村　明/出 １９６６

E31 豚の寄生虫　ほか
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次の資料は，整理困難のため一式を缶に保存する

・写真多数

・手紙

・はがき

・「フィラリアに関するもの」と袋に入れられたもの

　　 「アンチモンコロイドに依る犬フィラリア症の治療に関する研究」　清水　重矢／著　(原稿用紙)

「日本獣醫學會雑誌　第6巻第1号」　(１９２７．３)

「ネオスチブナール(アルカリ性ニセル吐酒石)ニヨル實験的肝臓ヂストマ症ノ治療研究ニ就テ」

　　　　　　　白井　光次／著　(研究業績報告　大正十五年度第二号)

「ＴＨＥ　ＴＲＥＡＴＭＥＮＴ　ＯＦ　ＤＯＧ　ＨＥＡＲＴ－ＷＯＲＭ(ＤＩＲOFILARIA IMMITIS LEIDY 1856)

　ＷＩＴＨ　ＳＯＭＥ　ＯＲＧＡＮＩＣ　ＡＮＴＩＭＯＮＹ　ＣＯＭＰＯＵＮＤＳ」

　　　　　　　Ｏ．Ｋ．ＫＨＡＷ　ＡＮＤ　ＤＴＥＲＨＥＮ　ＨＡＹ　ＣＨＥＵ　(１９３６)

「アンチモン劑(子オスチブルナール)ニ依ル犬フィラリア症治療實験」　和田　馨／著

　　　　　　　(実験醫學雑誌　第11巻第7号　１９２７．７．２０)

「糸状虫症の早期診断についての基礎的検討」　大野　家俊／著

　　　　　　　(鹿児島大学医学雑誌第13巻第1号　１９６１．４．２０)

「東京獣医畜産学会報　フィラリア特集号」　(１９５２)

「獣醫畜産新報　Ｎｏ．116」　(１９５３．８．１)

「三價アンチモン製劑フアヂンノ日本住血吸蟲病ニ對スル治療的價値ニ就テ」　西村　勝／著

　　　　　　　(熊本醫學會雑誌　第17巻第12号　１９４１．７．２６)

「獣醫畜産新報　Ｎｏ．114」　(１９５３．７．１)
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Ｎｏ 書名 編著者 叢書名・出版社等 出版年

Ｆ１
備後春秋　第15号　　Ｐ３８
「藤井好直の系譜－末裔からの景慕と自戒ー」

中山　正真/著 備後春秋編集部 １９７９．４

Ｆ２
備後春秋　第16号　　Ｐ８９
「藤井好直の周辺－片山記執筆の背景と波
紋ー」

中山　正真/著 備後春秋編集部 １９７９．９

Ｆ３
満州に於ける肝臓「ヂストマ」に就て
１．特に奉天省下鐡嶺農村地方に於ける本吸
蟲の蔓延状態に就て

淺田　順一/著
大陸科學院彙報　第4巻
第6号

１９４０．１２

Ｆ４
江木鰐水と母方の藤井家（医友鰐水と生い立
ち）

天野　美実/著 医友ふくやま　第6号 １９７８．２

Ｆ５
１９７１年岡山県下における蚊の出現状態と日
本脳炎発生状況について

稲臣　成一[等]/著
岡山医学会雑誌　第84
巻　1，2号（926，927号）

１９７２．２．２８

Ｆ６
１９７２年岡山県下における蚊の出現状態と日
本脳炎発生状況について

稲臣　成一[等]/著
岡山医学会雑誌　第85
巻　5，6号（942，943号）

１９７３．６．３０

Ｆ７
１９７３年岡山県下における蚊の出現状態と日
本脳炎発生状況について

稲臣　成一[等]/著
岡山医学会雑誌　第86
巻　5，6号（954，955号）

１９７４．６．３０

Ｆ８
１９７４年岡山県下における蚊の出現状態と日
本脳炎発生状況について

稲臣　成一[等]/著
岡山医学会雑誌　第88
巻　1，2号（974，975号）

１９７６．２．２８

Ｆ９ 福山市で見い出された東洋眼虫の人体寄生例 越智　常登[等]/著
岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第7巻

１９９６

Ｆ１０
福山市の１男性から駆出された裂頭条虫につ
いて

数野　博[等]/著
岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第8巻

１９９７

Ｆ１１ 歴史に輝く八つの星 亀谷　了/著
全国日本学士会
学術新報　Ｖｏｌ.150号

１９８６．１

Ｆ１２
Ｐｒａｚｉｑｕａｎｔｅｌによる犬・猫の肝吸虫症の実験
的治療

斎藤　哲郎[等]/著
岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第3巻

１９９２

Ｆ１３
飼い猫に寄生した有線条虫Ｍｅｓocestoides ｓ
ｐ．の１症例

斎藤　哲郎[等]/著
岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第4巻

１９９３

Ｆ１４
ネコから吐出されたＮｙｂｅｌｉｎｉａ ｓｕｒｍｅｎｉｃｏｌａ
の擬充尾虫

斎藤　哲郎[等]/著
岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第8巻

１９９７

Ｆ１５
広島県福山市における飼育犬および飼育猫の
寄生虫感染状況

斎藤　哲郎[等]/著
寄生虫学雑誌　第44巻
第2号

１９９５

Ｆ１６
広島県福山市における飼育犬および飼育猫の
外部寄生虫感染状況

斎藤　哲郎[等]/著
獣医畜産新報　ＪＶＭ，
Ｖｏｌ．51　Ｎｏ．１０

１９９８．１０

Ｆ１７
1995年度の広島県福山市における飼育犬およ
び飼育猫の寄生虫感染状況

斎藤　哲郎[等]/著
獣医畜産新報　ＪＶＭ，
Ｖｏｌ．51　Ｎｏ．１１

１９９８．１１

Ｆ１８
飼い猫に寄生した吸虫Ｓｐｅｌｏｔｒｅｍａ ｃａｐｅｌｌａｅ
の１症例

斎藤　哲郎[等]/著
日本獣医師会雑誌　第
53号　第5号

２０００．５

Ｆ１９
山陽地方のカニにおける吸虫Ｓｐｅｌｏｔｒｅｍａ ｃａ
ｐｅｌｌａｅのメタセルカリアの感染状況

斎藤　哲郎[等]/著
岡山大学医学部保健学
科紀要　第12（１）巻

２００１

Ｆ２０
牛の盲腸に寄生した平腹双口吸虫Ｈｏｍａｌｏｇａ
ｓｔｅｒ ｐａｌｏｎｉａｅの１症例

斎藤　哲郎[等]/著
岡山大学医学部保健学
科紀要　第12（２）巻

２００１

Ｆ２１ 「片山記」の焼失におもう 清水　重矢/著
日本医事新報　第２９１
２号

１９８０．２．１６

Ｆ２２
犬から吐出されたハリガネムシＧｏｒdius ｓｐ．の
日本における第１例

下江　俊光[等]/著
岡山大学医医療技術短
期大学部紀要　第4巻

１９９３

Ｆ２３
福山地方の猫におけるツボガタ吸虫Ｐｈａｒｙｎｇｏ
ｓｔｏｍｕｍ ｃｏｒｄａｔｕｍの感染率

頓宮　廉正・斎藤
哲郎/共著

岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第2巻

１９９１

片山病関係≪Ｆ追加資料≫



35 ページ

Ｎｏ 書名 編著者 叢書名・出版社等 出版年

片山病関係≪Ｆ追加資料≫

Ｆ２４
猫における有害異形吸虫の治療と釣り針の摘
出例

森重　和久[等]/著
岡山大学医療技術短期
大学部紀要　第3巻

１９９２

Ｆ２５
ＳＣＨＩＳＴＯＳＯＭＥ　ＤＥＲＭＡＴＩＴＩＳ　ＩＮ　ＪＡＰ
ＡＮ

ＴＡＫＵＺＯ　ＯＤＡ
Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃａ
ｌ　Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ　ｉｎ　Ｊ
ａｐａｎ　Ｖｏｌ．Ｖ

１９７３．３

Ｆ２６
Ｕｌｔｒａｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｃｅｒｃａｒｉ
ａｌ　Ｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ
（Ｃｏｂｂｏｌｄ，　　１８７５）Ｌｏｏｓｓ，１９０７

ＴＥＴＳＵＲＯ　ＳＡＩＴ
Ｏ

Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ
ｏｆ　Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ　Ｖｏ
ｌ．２６，　Ｎｏ．３

１９７７．６

Ｆ２７
Ｆｉｎｅ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｏｆ　Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｏｎ　Ｇｌａｎｄ
Ｃｅｌｌｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｇｅｎｕｓ　Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ

ＹＡＳＵＭＡＳＡ　ＴＯ
ＮＧＵ　他

Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｊｏｕｒｎａｌ
ｏｆ　Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ　Ｖｏ
ｌ．２４，　Ｎｏ．５

１９７５．１０

Ｆ２８
Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｍｅｔａｃｅｒｃａｒｉａ　ｏｆ　Ｐａｒ
ａｇｏｎｉｍｕｓ　ｗｅｓｔｅｒｍａｎｉ　ｉｎ　Ｉｚｕ　Ｐｅｎｉｎｓｕｌ
ａ

Ｙｕｋｉｏ　Ｏｓｈｉｍａ
他

１９６７．８．１５

Ｆ２９
目黒寄生虫館ニュース　第147号
―「片山記」に関する特集―

目黒寄生虫館 １９８２．３

Ｆ３０ 片山病との闘い－終息宣言を前に－　１～６
山陽新聞　広島東部版
（連載）

１９８４．８．２１
～２６

Ｆ３１ 片山病
御幸小学校　6年1
組　片山病研究会

御幸小学校 １９７８．３．２３

 　斎藤哲郎獣医師より寄贈いただいた資料を，新たに≪F追加資料≫として加え「改訂版」とした。


